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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

即時
停戦を！

抗
議
デ
モ
激
化NYでパレスチナ支持派怒り

　

8
日
夕
刻
、
パ
レ
ス
チ
ナ
支

持
団
体
が
、
42
丁
目
沿
い
の
グ

ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
付
近
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中
心
部
を
行
進

す
る
な
ど
の
大
規
模
な
抗
議
活

動
を
行
っ
た
。
ま
た
９
日
も
午

後
３
時
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
前
か
ら
パ
レ
ス
チ

ナ
支
持
団
体
に
よ
る
抗
議
デ
モ

行
進
、
10
日
も
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
駅
を
デ
モ
集
団
が
占
拠

し
て
抗
議
集
会
を
開
い
た
こ
と

か
ら
、
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ

ー
か
ら
午
後
9
時
過
ぎ
ま
で
駅

ビ
ル
が
閉
鎖
さ
れ
る
事
態
と
な

っ
た
。
今
後
も
市
内
各
地
で
抗

議
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総

領
事
館
で
は
在
留
邦
人
に
対
し

て
、
現
在
の
中
東
情
勢
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
不
測
の
事
態
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
全
米
各
地
に
お
い

て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
若
し
く
は
パ

レ
ス
チ
ナ
支
持
団
体
に
よ
る
抗

議
行
動
等
が
行
わ
れ
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
内
各
地
で
の
抗
議
活

動
に
つ
い
て
は
、
一
部
参
加
者

が
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
の
事
態
に

収
ま
っ
て
い
る
一
方
、
５
日
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
近
郊
で
は
、
両
団
体
が
衝

突
し
た
結
果
、
１
名
が
死
亡
し

て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
は

８
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス

紛
争
が
始
ま
っ
た
先
月
、
ユ
ダ

ヤ
教
徒
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
が
急
増
し
た
と
発
表
し

た
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
特
別
部
隊
に
よ
る
と
、
全

体
的
な
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
件
数

は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
先

月
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
対
す
る
犯

罪
は
、
報
告
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
も
69
件
で
、
昨
年
10
月
の
22

件
と
比
べ
る
と
２
１
４
％
増
加

し
た
。
反
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
犯

罪
は
、
昨
年
同
月
は
ゼ
ロ
だ
っ

た
の
に
対
し
、
先
月
は
８
件
発

生
し
た
。
先
月
末
ま
で
の
１
年

間
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
総
数
は

４
８
５
件
で
、
昨
年
同
期
間
比

で
９
％
減
少
し
て
い
る
。
反
ユ

ダ
ヤ
教
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
の

多
く
は
、
ダ
ビ
デ
の
星
な
ど
の

落
書
き
や
暴
言
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
で
、
暴
行
は
無
で
は
な
い
が

少
数
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
は
７

日
夕
、
ロ
ウ
ワ
ー
・
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
行
わ
れ
た
式
典
で
、

２
０
２
３
年
度
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
エ
リ
ア
の
星
獲
得
レ
ス
ト

ラ
ン
を
発
表
し
た
。

　

今
年
は
、「
江
戸
前
の
お
も

て
な
し
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
寿

司
の
繊
細
さ
を
形
作
っ
た
」
と

評
価
さ
れ
た
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の

「
す
し
市
村
」
や
、
日
本
人
オ

ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
島
野
雄
氏
が

「
日
本
の
お
も
て
な
し
の
視
点

か
ら
見
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
フ
レ

ン
チ
」
を
展
開
す
る
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
バ
ー
グ
の
「YUU

」
を
含

む
８
店
舗
が
新
た
に
１
つ
星
を

獲
得
し
た
。
ま
た
２
つ
星
に
昇

格
し
た
の
は
、
フ
ラ
ッ
ト
ア
イ

ア
ン
の
懐
石
料
理
「odo

」
と

ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド

の
「Sushi Noz

」
の
２
店
で
、

新
た
な
３
つ
星
獲
得
店
は
な
か

っ
た
。

　

23
年
度
版
に
は
、
匿
名
の
調

査
員
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
の

全
62
種
の
料
理
、
４
２
１
店
舗

を
審
査
し
た
。調
査
員
た
ち
は
、

料
理
の
質
や
味
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
、
料
理
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
料

理
に
反
映
す
る
シ
ェ
フ
の
人
柄

な
ど
５
つ
以
上
の
項
目
で
各
店

舗
を
審
査
し
て
い
る
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
と
ア
シ
ュ
ウ
ィ
ン
・
バ
ー

サ
ン
同
市
保
健
精
神
衛
生
局
長

は
１
日
、
Ｎ
Ｙ
全
市
民
の
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
を
目
的
と
す
る

新
た
な
健
康
計
画
を
発
表
し

た
。

　

同
「
ヘ
ル
シ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｃ
」
は
、

糖
尿
病
を
含
む
慢
性
病
や
栄
養

関
連
の
疾
患
、
早
期
発
見
可
能

な
癌
、
薬
物
の
過
剰
摂
取
、
自

殺
、
産
婦
死
亡
、
暴
力
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
含

む
早
死
の
原
因
に
取
り
組
み
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
の
平
均
寿
命
を
83
歳
ま

で
引
き
延
ば
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
19
〜
20
年
の
同
市
の
平

均
寿
命
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
影
響
で
、
過
去
５

年
で
初
め
て
78
歳
ま
で
低
下
し

た
。

　

20
〜
21
年
で
は
再
び
２
・
７

歳
上
が
っ
た
が
、
未
だ
コ
ロ
ナ

前
の
19
年
の
数
値
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
人
種
別
で
は
、
21
年

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
黒
人
の

平
均
寿
命
は
76
・
１
歳
で
白
人

比
で
５
・
７
歳
低
い
。
そ
の
ほ

か
30
年
ま
で
の
目
標
は
次
の
通

り
。
循
環
器
疾
患
と
糖
尿
病
の

５
％
減
、
事
前
検
査
で
早
期
発

見
可
能
な
癌
の
20
％
減
、
薬
物

過
剰
摂
取
の
死
の
25
％
減
、
自

殺
の
10
％
減
、
黒
人
女
性
の
妊

娠
に
関
連
し
た
死
の
10
％
減
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の

年
間
死
亡
件
数
を
60
％
減
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
を
達
成
さ
せ

る
た
め
に
、
同
市
は
複
数
の
具

体
策
を
導
入
す
る
。
例
え
ば
、

薬
物
過
剰
摂
取
に
対
し
て
は
、

ナ
ロ
キ
ソ
ン
や
承
認
さ
れ
た
ハ

ー
ム
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
治
療
の

ア
ク
セ
ス
を
増
や
し
、
リ
ハ
ビ

リ
施
設
を
増
設
す
る
。
人
種
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
Ａ

＋
の
若
者
に
早
期
に
介
入
し
、

精
神
的
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
社
会

支
援
を
拡
大
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
若
者

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
自
殺
念

慮
に
対
す
る
影
響
と
問
題
に
対

処
す
る
。
健
康
的
な
食
品
を
入

手
し
や
す
く
し
、
植
物
性
の
食

生
活
を
促
し
、
慢
性
疾
患
や
栄

養
が
原
因
の
死
を
低
減
す
る
。

平均寿命
83歳目標
HEALTHY NYC

Ｎ
Ｙ
市
が
健
康
計
画

日本人シェフ健闘
NYミシュラン2023

「odo」「Sushi Noz」２つ星に昇格

反
ユ
ダ
ヤ
犯
罪
が
急
増

昨
年
比
２
４
１
％
増
加

イスラエルによるガザ地区攻撃の即時停止を求めるパレスチナ支持デモ行進（９日マンハッタンで、写真・三浦良一）
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～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

活動/サポート内容

サポート実績

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティング

・公認会計士、ファイナン
シャルプランナー、社労
士などプロフェッショナ
ルの紹介

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
（メルマガ、セミナーな
ど）配信

・個別相談件数100件以上
・日本完全帰国、一時帰国
の支援多数

・専門家に繋ぎ、お金や税
務の支援

・個別健康支援　その他多
数の実績

・オンラインと、N Y、
NJ、ボストン、LAで現
地セミナーを開催

（参加者合計200人以上）

NY支部：FURUSATO PROJECT NY事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY事務局窓口担当／週刊 NY生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT事務局

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団
法

人NEXT GENERATION

の
平
田
で
す
。

先
月
の
記
事
を
読
ん
で
頂
い
た
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
先
月
の
続

き
の
お
話
で
す
。
初
め
ま
し
て
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡
単

に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
た
ち
一
般
社
団
法
人NEXT 

GENERATION

は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日

本
人
の
方
の
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
「FURUSATO PROJECT

」
を

２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
前
回
の
記
事
で
は
、
①
ア
メ
リ
カ
在

住
日
本
人
は
な
ぜ
日
本
に
帰
国
し
た
い
と

思
う
の
か
、
②
代
理
人
・
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
人
の
困
り
ご
と
と
い
う
２
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
◆
日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と
、
◆

実
際
に
帰
国
で
大
変
な
こ
と
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご

覧
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

【
第
２
回
】

◆
日
本
帰
国
に
必
要
な
こ
と

　

ア
メ
リ
カ
在
住
の
日
本
人
が
、
日
本

に
帰
国
す
る
と
な
っ
た
時
に
必
要
な
こ

と
は
何
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、

膨
大
に
あ
り
ま
す
。
大
き
く
は
、「
ア

メ
リ
カ
で
の
帰
国
準
備
」、「
日
本
へ
の

一
時
帰
国
」、「
日
本
へ
の
本
帰
国
」、「
日

本
帰
国
後
の
行
政
手
続
き
や
住
ま
い
探

し
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
な
さ
そ
う
と
感
じ
ら
れ
る
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
は
と
て
も
大

変
で
す
。
そ
れ
は
、
情
報
を
収
集
す
る
、

様
々
な
こ
と
を
決
断
し
て
手
続
き
す
る

こ
と
に
と
て
も
時
間
も
労
力
も
か
か
り

ま
す
。
特
に
重
要
な
こ
と
は
、「
日
本

で
の
住
ま
い
」
で
す
。
お
元
気
な
方
は
、

日
本
に
一
時
帰
国
な
ど
し
て
、
賃
貸
・

分
譲
・
介
護
施
設
な
ど
を
自
分
の
足
で

見
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
力

的
な
問
題
で
、
一
時
帰
国
が
難
し
い
方

は
な
か
な
か
大
変
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と

日
本
で
離
れ
て
い
な
が
ら
、
物
件
を
探

し
、
契
約
す
る
こ
と
は
大
変
で
す
。
情

報
収
集
も
難
し
く
、
時
差
の
関
係
も
あ

っ
て
、
皆
さ
ん
非
常
に
苦
労
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
国
籍
が
ア
メ
リ
カ
国

籍
の
方
は
在
留
資
格
の
取
得
な
ど
、
事

前
に
計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

◆
実
際
に
帰
国
で
大
変
な
こ
と

　

実
際
に
代
理
人
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
方
が
、
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ

ー
ト
さ
れ
た
際
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
を

お
話
し
し
ま
す
。
介
護
を
し
な
が
ら
日

本
ま
で
の
帰
国
（
フ
ラ
イ
ト
）
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
は
想
像
以
上
に
大
変
で

す
。
車
椅
子
を
押
し
、
排
泄
の
介
助
を

し
て
、
体
調
の
変
化
に
気
を
遣
い
な
が

ら
、
十
数
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
す
。
さ

ら
に
、
日
本
帰
国
後
は
色
々
な
行
政
手

続
き
が
待
っ
て
い
ま
す
。
住
民
票
や
健

康
保
険
な
ど
は
区
役
所
の
窓
口
で
で
き

ま
す
。
大
変
な
の
は
銀
行
手
続
き
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
。
銀
行
は
基

本
的
に
本
人
が
出
向
か
な
い
と
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
、
写
真
を
撮
影
し
た
り
、

カ
ー
ド
を
発
行
す
る
手
続
き
、
さ
ら
に

は
受
取
ま
で
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
お
金
」
や
「
身

元
保
証
」、「
認
知
症
」
の
課
題
が
出
て

き
ま
す
。
お
金
が
あ
る
程
度
豊
か
な
方

は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
金
銭
的
に
余

裕
が
な
い
方
は
、
日
本
帰
国
ま
で
の
費

用
、
施
設
入
居
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に

工
面
す
る
の
か
、
親
族
と
不
仲
で
身
元

保
証
を
頼
め
な
い
、
ま
た
認
知
症
が
あ

り
色
々
な
契
約
が
難
し
い
な
ど
の
問
題

に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

代
理
人
の
方
も
自
分
の
お
仕
事
や
、

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
範
囲
も
限
り
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
の
た

め
、
私
た
ち
事
務
局
が
サ
ポ
ー
ト
可
能

で
す
が
、
何
事
も
早
め
早
め
に
行
動
し

て
お
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
日
々

感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
日
本
へ
の

帰
国
を
考
え
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
ら
、
早
め
に
日
本
へ
帰
国
す
る
か

否
か
を
決
断
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

私
た
ちFURUSATO PROJECT

事

務
局
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
数
多
く

の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
余
生
を
過
ご
す
方

の
相
談
、
日
本
で
余
生
を
過
ご
す
方
の

相
談
と
支
援
が
可
能
で
す
の
で
、
お
困

り
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

FURUSATO PROJECT

事
務
局
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
個
別
相
談
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
や

個
別
相
談
の
ご
相
談
は
、FURUSATO 

PROJECT

事
務
局
Ｎ
Ｙ
相
談
セ
ン
タ

ー
窓
口
の
久
松　

茂
（hisamatsu@

nyseikatsu.com

）
ま
で
メ
ー
ル
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

・日本帰国に有益な情報を月一回メルマガで配信

・セミナーの優先案内

・お悩み事についての相談

・無料会員特典は全て享受

・有料会員限定のより詳しい有益情報をメルマガで配信

・LINEグループで他の有料会員と繋がれる
・セミナーの優先案内と優先申込受付

・少人数セミナーの参加費無料（通常2000円）
・帰国支援サービスを特別価格で提供

・会費：月1650円（税込）
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友
人
夫
婦
ロ
ブ
と
ベ
ッ
ツ
ィ

の
と
こ
ろ
に
、
し
ば
ら
く
滞
在

し
た
。
ロ
ブ
は
ふ
だ
ん
穏
や
か

そ
う
な
の
に
、
一
緒
に
過
ご
し

て
み
る
と
意
外
な
発
見
が
あ

る
。

　

 

ロ
ブ
は
音
に
対
し
て
、
と

く
に
神
経
質
だ
。
テ
レ
ビ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
最
低
に
し
、
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
に
な
る
た
び
に
「
消

音
」
に
す
る
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ

ー
ブ
ル
で
食
事
中
に
外
で
騒
音

が
す
る
と
、
窓
に
向
か
っ
て
鼻

に
し
わ
を
寄
せ
た
顔
を
突
き
出

し
、
シ
ー
ッ
！ 

と
声
を
立
て

て
い
る
。

　

 

音
以
外
で
も
、
キ
ッ
チ
ン

の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
床
に
ち
ょ
っ

と
水
滴
が
あ
っ
て
も
落
ち
着
か

な
い
。
そ
の
う
ち
乾
く
、
な
ど

と
言
う
私
は
、
彼
に
と
っ
て

宇
宙
人
だ
。
テ
レ
ビ
で
気
に

入
ら
な
い
発
言
を
す
る
人
が

い
れ
ば
、
画
面
に
向
か
っ
て
、 Oh, give me a break.

（
あ

あ
、
い
い
加
減
に
し
て
く
れ
）、

You must be nuts.

（
お
前
、

頭
が
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
）
な
ど
と
罵
声
を
浴
び
せ
か

け
る
。

　

 

ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
、
ベ
ッ
ツ
ィ
の
祖
父
が
作

っ
た
と
い
う
木
の
舟
が
置
い
て

あ
っ
た
。
す
ぐ
脇
に
あ
っ
た
コ

シ
ョ
ウ
入
れ
を
取
ろ
う
と
し

て
、
先
端
か
ら
突
き
出
て
い
る

ポ
ー
ル
に
私
の
手
が
ち
ょ
っ
と

触
れ
、
コ
ト
ン
と
わ
ず
か
な
音

を
立
て
た
。

　

Oh, oh, be careful.（
お
い
、

お
い
。
気
を
つ
け
て
く
れ
よ
）

   

ロ
ブ
が
す
か
さ
ず
、
私
に
注

意
し
た
。

　

私
は
す
ぐ
に
あ
や
ま
っ
た
も

の
の
、
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
く
に
触

っ
た
の
で
、
笑
い
な
が
ら
こ
う

言
っ
た
。

　

I have to break 
something before I leave.

（
こ
こ
を
出
る
前
に
、
何
か
壊

さ
な
き
ゃ
）

　

こ
こ
に
い
た
記
念
に
、
と
い

う
意
味
で
。
ロ
ブ
は
あ
き
れ
顔

だ
。そ
ば
に
い
た
ベ
ッ
ツ
ィ
が
、

私
は
、
ザ
・
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー エッセイ連載 42

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

自
分
の
胸
に
両
手
を
当
て
、
私

に
向
か
っ
て
や
る
せ
な
さ
そ
う

な
表
情
を
し
た
。

　

I know, Mitsy. You break

…（
そ
う
な
の
よ
、ミ
ッ
ツ
ィ
。　

　

あ
な
た
は
壊
す
の
よ
）

　

私
は
首
を
傾
げ
る
。

　

...our heart.

（
私
た
ち
の
心

を
）

　

私
は
思
わ
ず
、
笑
う
。

　

You do. You do break 
our heart.

　

本
当
よ
。
あ
な
た
が
い
な
く

な
る
な
ん
て
、
私
た
ち
の
胸
が

張
り
裂
け
そ
う
よ
、
と
言
っ
て

い
る
の
だ
。

　

break

に
か
け
た
、
ベ
ッ
ツ

ィ
の
粋
な
ジ
ョ
ー
ク
。
ロ
ブ
も

私
も
、
す
っ
か
り
笑
顔
に
な
っ

て
い
る
。

　

ジ
ョ
ー
ク
は
人
生
の
潤
滑
油

だ
。

　　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー

ズ
第
9
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魔
法
は
終
わ
ら
な
い
』
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220
　

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
、 

濱
田

裕
子
代
表
）
は
11
日
に
日
本
の

着
物
文
化
と
歴
史
の
紹
介
、
日

本
三
大
盆
踊
り
、
日
本
舞
踊
、

書
道
の
大
筆
書
、
石
見
神
楽
の

無
料
公
演
を
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・

ハ
ウ
ス
で
開
催
し
た
。

　

日
本
三
大
盆
踊
り
の
一
つ
で

１
９
８
１
年
に
重
要
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
７
０
０
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
西
馬
音
内
盆
踊

り
（
秋
田
県
）
で
幕
を
開
け
、

端
縫
い
の
着
物
を
身
に
ま
と
っ

た
流
麗
優
麗
な
舞
を
披
露
し

た
。
楽
し
く
踊
れ
る
郡
上
踊
り

（
岐
阜
県
）
や
知
名
度
の
高
い

阿
波
踊
り
（
徳
島
県
）、
石
榑

雅
代
の
琴
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に

日
本
舞
踊
「
六
段
」
と
「
デ
イ

ブ
レ
イ
ク
」
や
琴
の
ソ
ロ
演
奏

「
鳥
の
よ
う
に
」
が
観
客
を
魅

了
し
た
。

　

書
道
歴
50
年
の
川
口
英
子
の

大
筆
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
28

ｍ
ｘ
６
ｍ
の
巨
大
な
布
に
日
本

発
祥
の
言
葉
「
笑
う
門
に
は
福

来
る
」
と
大
胆
に
描
き
、
そ
の

作
品
は
ま
さ
に
書
の
傑
作
と
い

え
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ト
リ
は

エ
ン
タ
メ
性
が
高
い
石
見
神
楽

（
島
根
県
）
で
幕
を
閉
じ
、
大

き
な
拍
手
に
開
場
が
包
ま
れ

た
。 （
山
本
み
ゆ
き
、
写
真
も
）

ジャパン・パフォーミング・アーツ

和の魅力を披露
日
本
の
着
物
文
化
と

伝
統
の
踊
り
無
料
公
演
　

ミ
チ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

サ
ロ
ン
に
併
設
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
60 
Ｎ
Ｙ
Ｃ
（
東
60

丁
目
２
０
８
番
地
、
電
話

２
１
２
・
７
５
２
・
９
２
２
９
）

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
展
が
12
月
２

日
（
土
）
か
ら
10
日
（
日
）
ま

で
開
催
さ
れ
る
。

　

炎
が
持
つ
変
幻
自
在
の
パ

ワ
ー
に
焦
点
を
当
て
た
こ
の

グ
ル
ー
プ
展
「Fiat Ignis: Let 

There Be Fire

」
で
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
か
ら
12
人

の
陶
芸
家
が
参
加
し
、
皿
、
茶

器
、
壺
、
彫
刻
作
品
や
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
な
作
品
を
展
示
す

る
。
木
が
燃
え
た
時
に
出
る
灰

が
作
り
出
す
自
然
釉
や
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
炎
が
織
り
な
す
芸

術
表
現
が
楽
し
め
る
作
品
展
。

日
本
人
作
家
は
武
内
樹
一
が
参

加
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

毎
日
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
。
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
12
月
２
日
（
土
）
午
後

４
時
か
ら
。
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
へ
の
参
加
予
約
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

icosahedron-grasshopper-
mc3p.squarespace.com/
fiat-ignis-let-there-be-
fi re-12210

を
参
照
す
る
。

ギャラリー 60NYCがオープンへ

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
https://icosahedron-grasshopper-mc3p.squarespace.com/fiat-ignis-let-there-be-fire-12210
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東
京
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
早
坂
寿
輝
の
武

士
道
「
刹
那
」 

展
が
28
日
（
火
）

か
ら
12
月
４
日
（
月
）
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
天
理
文
化
協
会

（
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
）
に
て

開
催
さ
れ
る
。

　

早
坂
は
１
９
９
０
年
宮
城
県

仙
台
市
生
ま
れ
。
大
学
在
学
中

か
ら
消
防
団
に
所
属
し
て
い
た

早
坂
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
で
人
命
救
助
に
あ
た

っ
た
。
そ
の
経
験
か
ら
命
の
尊

さ
に
気
づ
き
「
今
」
と
い
う
刹

那
を
大
切
に
生
き
る
た
め
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
生
き
る
こ

と
を
決
意
し
た
。
同
展
で
は
、

丸
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
日
章
旗
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
太
陽
や
月
、

和
を
連
想
さ
せ
る
作
品
を
展
示

す
る
。
作
品
に
は
富
士
山
の
安

山
岩
で
、
マ
グ
マ
が
冷
え
て
固

ま
っ
た
岩
を
粉
に
し
た
も
の
を

顔
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
正

午
か
ら
午
後
６
時
、
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
。
12
月
3
日

（
日
）
は
休
廊
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
12
月
１

日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８
時

ま
で
。
早
坂
寿
輝
と
殺
陣
波
濤

流
Ｎ
Ｙ
に
よ
る
ラ
イ
ブ
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
予
定
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
は
12
月
１
日
の
全
米
公
開

に
先
立
ち
、
東
宝
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
と
の
共
催
で
11
月
28

日
（
火
）
午
後
７
時
か
ら
『
ゴ

ジ
ラ-1.0

（
マ
イ
ナ
ス
ワ
ン
）』

の
特
別
上
映
会
を
開
催
す
る
。

　

ゴ
ジ
ラ
70
周
年
記
念
作
品
。

２
０
１
６
年
以
来
と
な
る
日
本

の
ゴ
ジ
ラ
映
画
で
、
山
崎
貴
が

脚
本
・
監
督
を
務
め
、
焦
土
と

化
し
た
戦
後
の
日
本
に
突
如
現

れ
た
ゴ
ジ
ラ
に
直
面
す
る
姿
が

描
か
れ
る
。
出
演
は
神
木
隆
之

介
、
浜
辺
美
波
、
安
藤
サ
ク
ラ
、

佐
々
木
蔵
之
介
ほ
か
。

　

入
場
料
は
一
般
25
ド
ル
、

Ｊ
Ｓ
会
員
20
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japansociety.org/ 
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ゴジラ-1.0
JSで上映
11月28日に

　

株
式
会
社
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

（
本
社
：
東
京
都
千
代
田
区
、

代
表
取
締
役
：
村
松
俊
亮
、
以

下
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
は
、
9
日
か
ら
22

日
（
水
）
ま
で
、
現
代
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ーNowHere

（
ウ

ー
ス
タ
ー
通
り
40
番
地
、
戸
塚

憲
太
郎
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
で
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
コ
ヤ
マ
シ
ゲ
ト
氏

と
同
氏
が
率
い
る
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
集
団
・
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る

「SHIGETO KOYAMA CCMS 
experiment OBAKE

」
を
開

催
す
る
。　

　

コ
ヤ
マ
氏
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
作
品
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
を
主
軸
に
、
漫
画
、
ゲ

ー
ム
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど
幅
広

い
分
野
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、

コ
ン
セ
プ
ト
、
色
彩
、
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
広
く
手
掛
け

る
。
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
は
、
コ
ヤ
マ
シ

ゲ
ト
、
草
野
剛
、
野
中
愛
に
よ

る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

で
２
０
１
0
年
に
結
成
。
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る

３
人
が
「
同
人
誌
」
と
呼
ば
れ

る
２
次
創
作
に
よ
る
Ｚ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
経
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
の
制
作
を
手
掛
け
て
い
る
。

２
０
１
５
年
に
は
「
日
本
ア
ニ

メ
（
ー
タ
ー
）
見
本
市
」
に
て

短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品

『
お
ば
け
ち
ゃ
ん
』
を
公
開
し
、

現
在
で
は
書
籍
だ
け
で
な
く
、

グ
ッ
ズ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
ダ

ク
ト
な
ど
も
制
作
。
９
日
夜
に

は
招
待
客
を
集
め
て
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ

た
。
展
示
会
場
で
は
コ
ヤ
マ
氏

が
手
が
け
た
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
メ
イ
キ
ン
グ
工
程
も
初

公
開
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
。

左から戸塚氏、コヤマ氏、草野氏（オープニング・レセプションで）

武
士
道
「
刹
那
」

早
坂
寿
輝
Ｎ
Ｙ
展 武士道「刹那　二ノ太刀」、2023年、直径 39.3 

in. | 100cm、木製キャンバス、金箔、アクリル

おばけちゃん
CCMSがNYで

ソニー・ミュージックエンタテインメント
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https://www.hondag.com
https://www.instagram.com/hi_collar/
https://www.licensepower.net/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
https://www.bozubrooklyn.com/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
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ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
11
日

朝
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
か
ら

到
着
し
た
。
今
年
の
ツ
リ
ー
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ヴ
ェ
ス
タ
ル

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
に

　

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
・
イ
ン
ス
テ

ィ
チ
ュ
ー
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

（
通
称
メ
ッ
ト
ガ
ラ
）
の
主
催

者
は
８
日
、
来
年
の
同
祭
典
の

テ
ー
マ
を
「
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ズ
：
リ
ア
ウ
ェ

イ
ク
ニ
ン
グ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

（
眠
れ
る
美
た
ち
：
再
び
目
覚

め
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）」
と
す

る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

世
界
最
大
規
模
の
同
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
祭
典
の
ガ
ラ
は
、
来
年

は
５
月
６
日
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
。
そ

の
後
５
月
10
日
〜
９
月
２
日

は
、
拡
張
現
実
、
人
工
知
能
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ジ
ェ
ネ
レ
イ

テ
ッ
ド
・
イ
メ
ジ
ェ
リ
ー
（
Ｃ

Ｇ
Ｉ
）、
Ｘ
線
な
ど
の
最
新
の

機
材
や
技
術
を
使
っ
た
自
然
世

界
の
図
像
で
、
４
世
紀
に
わ
た

る
衣
服
や
装
飾
を
展
示
す
る
。

同
美
術
館
は
新
た
な
テ
ー
マ
は

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
は
か
な
さ

の
比
喩
と
し
て
、
ま
た
転
生
と

復
活
の
周
期
的
な
テ
ー
マ
を
探

る
手
段
と
し
て
機
能
す
る
だ
ろ

う
」
と
伝
え
て
い
る
。 

来
年
の
ガ
ラ

テ
ー
マ
を
発
表

の
マ
ッ
ギ
ン
レ
ー
さ
ん
の
庭
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
樹
齢
約
80
年
、

高
さ
約
24
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
約

12
ト
ン
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ト
ウ
ヒ

で
、
９
日
に
伐
採
さ
れ
大
型
ト

レ
ー
ラ
ー
で
運
ば
れ
た
。
点
灯

式
の
29
日
（
水
）
ま
で
に
５
万

個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
飾
ら

れ
、
ツ
リ
ー
の
ト
ッ
プ
に
は
ス

ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
星
が
冠
さ
れ

る
。
ツ
リ
ー
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
毎
日
午
前
５
時 

か
ら
深
夜

12
時
ま
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
当

日
は
24
時
間
点
灯
、
大
晦
日

は
午
前
５
時
か
ら
午
後
９
時
、

２
０
２
４
年
１
月
13
日
午
後
10

時
ま
で
。

　

一
般
財
団
法
人
森
記
念
財

団
都
市
戦
略
研
究
所
が
「
世

界
の
都
市
総
合
力
ラ
ン
キ

ン

グ
（Global Power City 

Index

）」
の 

２
０
２
３
年
版

を
発
表
し
た
。
同
ラ
ン
キ
ン
グ

は
世
界
の
主
要
48
都
市
を
対
象

に
経
済
、
研
究
・
開
発
、
文

化
・
交
流
、
居
住
、
環
境
、
交

通
・
ア
ク
セ
ス
の
６
分
野
で

評
価
し
、「
総
合
力
」
と
し
て

順
位
付
け
し
て
い
る
。
今
年

は
、
１
位
ロ
ン
ド
ン
、
２
位
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
３
位
東
京
、
４

位
パ
リ
、
５
位
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
い
う
結
果
で
、
こ
の
ト
ッ
プ

５
都
市
の
順
位
は
昨
年
と
変
わ

ら
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、

総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ス
コ
ア
に

お
い
て
ロ
ン
ド
ン
に
引
き
離
さ

れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
経
済
分

野
と
研
究
・
開
発
分
野
で
は
例

年
同
様
１
位
を
獲
得
し
て
い
る

も
の
の
、
環
境
分
野
は
28
位
ま

で
順
位
を
落
と
し
、
さ
ら
に
６

分
野
の
中
で
最
も
低
い
38
位
の

居
住
分
野
に
お
い
て
も
順
位
の

上
昇
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
強
い
分
野
と
弱
い
分

野
の
差
が
大
き
い
点
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細
は

https://mori-m-foundation.
or.jp/ius/gpci/index.shtml

世界の都市
総合力番付
NYは2位

　

日
本
国
政
府
は
３
日
、
令
和

５
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
を
発
表

し
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
管
轄
地
域
で
は
次
の

２
個
人
が
受
章
し
た
。　

◇
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ー
ス
氏（
外

交
問
題
評
議
会
名
誉
会
長
）
旭

日
重
光
章
。

　

ハ
ー
ス
氏
は
、
米
国
大
統
領

経
験
者
や
歴
代
政
権
の
主
要
閣

僚
等
の
多
く
を
会
員
に
擁
す

る
、
外
交
問
題
や
世
界
情
勢
の

分
析
・
研
究
を
目
的
と
し
た
外

交
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
外
交
問
題

評
議
会
」
の
会
長
を
20
年
に
わ

た
っ
て
務
め
て
き
た
。そ
の
間
、

日
米
間
の
相
互
理
解
及
び
友
好

関
係
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、

日
米
同
盟
の
重
要
性
に
関
す
る

国
際
社
会
の
理
解
を
促
進
し
、

外
交
問
題
評
議
会
が
発
行
す
る

政
治
経
済
誌
「
フ
ォ
ー
リ
ン
・

ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
」誌
を
通
じ
て
、

日
本
が
果
た
す
国
際
的
役
割
の

発
信
に
も
貢
献
し
て
き
た
。

◇
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
Ｅ
・
ワ
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
教
授
（
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日

本
経
済
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
所

長
、
全
米
経
済
研
究
所
日
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究
長
兼
リ

サ
ー
チ
・
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
）
旭

日
中
綬
章
。

　

ワ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
は
、

専
門
家
と
し
て
の
深
い
学
術
的

造
詣
を
持
ち
、
日
本
経
済
に
関

わ
る
多
数
の
論
文
を
執
筆
。
ま

た
、
日
本
経
済
・
経
営
シ
ス
テ

ム
の
研
究
に
特
化
し
た
大
学
所

属
研
究
機
関
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日

本
経
済
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
の

所
長
を
長
く
務
め
、
米
国
に
お

け
る
日
本
経
済
研
究
の
振
興
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
さ

ら
に
、
日
本
の
経
済
学
者
や
政

府
関
係
者
と
米
国
の
経
済
学
者

が
議
論
・
交
流
す
る
国
際
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
も
長
年
に
わ
た

り
登
壇
し
、
日
米
間
の
研
究
交

流
促
進
に
貢
献
し
た
。
こ
れ
ら

は
日
本
経
済
や
経
済
政
策
に
関

す
る
議
論
の
質
を
高
め
た
。

ハース外交問題評議会名誉会長

コロンビア大学ワインシュタイン教授

外交と学術に貢献 令
和
５
年
秋
の
叙
勲

Ｎ
Ｙ
か
ら
２
人
の
米
国
人
に

　
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
へ
の
軍
事

侵
攻
が
続
き
死
者
が
１
万
人
を

超
え
て
も
、
米
国
の
イ
ス
ラ
エ

ル
支
持
の
立
場
は
揺
ら
い
で
お

ら
ず
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
人

道
的
一
時
停
戦
を
訴
え
る
程
度

で
、
議
会
は
共
和
党
は
も
ち
ろ

ん
民
主
党
も
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持

を
繰
り
返
し
表
明
し
て
い
る
。

　
連
邦
下
院
は
７
日
、
連
邦
議

会
で
た
だ
一
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ

系
米
国
人
で
あ
る
民
主
党
の
ラ

シ
ダ
・
タ
リ
ー
ブ
議
員
︵
ミ
シ

ガ
ン
州
︶
が
﹁
虚
偽
の
話
﹂
を

吹
聴
し
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
破

壊
を
呼
び
か
け
た
と
し
て
、
同

議
員
へ
の
問
責
決
議
を
２
２
４

対
１
８
８
で
可
決
し
た
。

　
停
戦
を
訴
え
て
い
る
の
は

民
主
党
左
派
の
ご
く
一
部

で
、
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー

ス
連
邦
上
院
議
員
︵
バ
ー
モ

ン
ト
州
︶
が
創
設
し
た
議
会

革
新
会
派
︵C

ongressional 
Progressive C

aucus

。

下

院
議
員
１
０
１
人
、
上
院
議
員

１
人
︶
の
な
か
で
も
特
に
急
進

派
と
さ
れ
る
18
人
ほ
ど
に
過
ぎ

な
い
。
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員

は
ユ
ダ
ヤ
系
で
イ
ス
ラ
エ
ル
の

キ
ブ
ツ
に
数
か
月
間
の
滞
在
経

験
も
あ
る
が
、
５
日
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ

の
番
組
で
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に

は
ハ
マ
ス
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
あ
ら
ゆ
る
権
利
が
あ
る
も
の

の
﹁
何
千
人
、
何
万
人
も
の
罪

の
な
い
男
性
、
女
性
、
子
ど
も

を
殺
す
権
利
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に

は
な
い
﹂
と
改
め
て
イ
ス
ラ
エ

ル
を
批
判
し
た
。
サ
ン
ダ
ー
ス

議
員
は
上
院
予
算
委
員
会
委
員

長
で
も
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
対
し
て
年
38
億
ド
ル
の
軍
事

支
援
を
行
っ
て
い
る
米
国
は
イ

ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
軍
事
作
戦

の
変
更
を
要
請
す
る
権
利
が
あ

る
と
訴
え
、
停
戦
を
求
め
た
。

連
邦
議
会
、
ガ
ザ
の
停
戦
求
め
る
声
小
さ
く

タ
リ
ー
ブ
議
員
に
は
問
責
決
議

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://mori-m-foundation.or.jp/ius/gpci/index.shtml
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生
け
花
草
月
流
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
支
部
元
会
長
の
岡
本
薫
乃
さ

ん
が
４
日
心
不
全
の
た
め
亡
く

な
っ
た
。
90
歳
だ
っ
た
。
岡
本

さ
ん
は
い
け
ば
な
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
で
会
長
も
務
め
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
「
い
け
ば
な
」

と
い
う
日
本
の
伝
統
文
化
を
広

め
、
日
米
の
架
け
橋
と
し
て
、

ま
た
そ
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

生
け
花
草
月
流
Ｎ
Ｙ
元
会
長

岡
本
薫
乃
さ
ん
死
去

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
宮
城

県
出
身
の
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
堀
江
貴
氏
（
52
）
が
監
督

し
た
映
画
「
最
後
の
乗
客
」
の

受
賞
が
止
ま
ら
な
い
。
今
度
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
今
最
も
注
目

さ
れ
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
映
画
祭
の
一
つ
、
バ
ワ
リ

ー
映
画
祭
で
長
編
部
門
の
最
優

秀
映
画
賞
を
受
賞
し
た
。
同
映

画
は
つ
い
先
月
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ノ
ン
バ
イ
オ
レ
ン
ト
映
画

祭
で
最
優
秀
賞
を
含
む
５
冠
を

受
賞
し
た
ば
か
り
。
同
映
画
は

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
目
の

２
０
２
１
年
３
月
の
公
開
を
目

指
し
て
制
作
を
進
め
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
で
は
な
く
、
親
子

の
関
係
が
震
災
で
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
ド
ラ
マ
。
今
年
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
映
画
祭
で
も
上
映
さ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

芸
術
映
画
祭
で
「
最
優
秀
イ
ン

デ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
賞
」
を
受

賞
、
ま
た
カ
ン
ヌ
世
界
映
画
祭

の
最
優
秀
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

ト
映
画
（
低
予
算
部
門
）、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
映
画
祭
ボ
ー
デ

最優秀映画賞を受賞
バ
ワ
リ
ー
映
画
祭

「
最
後
の
乗
客
」

堀
江
監
督
受
賞
続
く

し
た
。
日
本
ク
ラ
ブ 

カ
ル
チ

ャ
ー
講
座
で
い
け
ば
な
草
月
流

の
ク
ラ
ス
を
担
当
し
、
い
け
ば

な
の
指
導
に
尽
力
し
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
の
メ
ン
バ

ー
で
も
あ
り
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
の
グ
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
の
図

書
館
で
も
生
け
花
を
通
し
て
日

米
文
化
交
流
に
貢
献
し
た
。
ま

た
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
を
作
り

日
本
の
童
謡
な
ど
の
合
唱
活
動

に
も
尽
力
し
た
。
安
倍
元
首
相

が
２
０
１
９
年
9
月
に
国
連
総

会
で
来
米
し
た
際
に
は
昭
恵
夫

人
の
ア
テ
ン
ド
に
も
伴
い
日
米

交
流
に
貢
献
し
た
。
葬
儀
が
11

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
で

　

第
46
回
目
の
シ
ー
ズ
ン
と
な

る
ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
カ
ス

公
演
が
、
今
年
も
11
月
８
日
か

ら
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ダ

ム
ロ
ッ
シ
ュ
広
場
に
設
置
さ
れ

た
特
設
テ
ン
ト
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
年
は
１
９
７
６
年
に
設

立
さ
れ
た
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン

を
拠
点
と
す
る
サ
ー
カ
ス
・
ロ

し
め
や
か
に
行
わ
れ
、
日
米
の

大
勢
の
生
徒
や
知
人
が
参
列
し

た
＝
写
真
＝
。

ン
カ
ッ
リ
を
迎
え「
虹
へ
の
旅
」

を
テ
ー
マ
に
、
去
年
と
は
内
容

を
一
新
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
上
演
し
て
い
る
。
動
物
は
使

わ
ず
、
ピ
エ
ロ
や
ダ
ン
サ
ー
、

バ
ブ
ル
ア
ク
ト
や
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
を
す
る
曲
芸
師
が
楽
団
の
生

演
奏
と
と
も
に
観
客
を
盛
り
上

げ
る
。
公
演
時
間
は
約
１
２
０

分
、
途
中
20
分
の
休
憩
あ
り
。

２
０
２
４
年
１
月
１
日
ま
で
の

全
72
公
演
で
、
感
謝
祭
や
ク
リ

ス
マ
ス
も
上
演
さ
れ
る
。
入

場
料
は
24
ド
ル
95
セ
ン
ト
か

ら
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

bigapplecircus.com/

ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ル

サ
ー
カ
ス
開
始

ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
映

画
祭
（
Ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
）
の
初
長
編

映
画
ノ
ミ
ネ
ー
ト
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
・
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト

映
画
祭
の
最
優
秀
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
映
画
な
ど
数
々
の
映
画
祭
で

受
賞
や
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い

る
。
堀
江
さ
ん
は
「
宮
城
の
皆

さ
ん
、
Ｎ
Ｙ
の
皆
さ
ん
、
や
り

ま
し
た
。
い
ま
Ｎ
Ｙ
で
も
最

も
注
目
さ
れ
て
い
る
イ
ン
デ

ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
映
画
祭
の
一

つBowery Film Festival

で

長
編
部
門
の
最
優
秀
映
画
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
つ
い
に
こ
の

映
画
が
Ｎ
Ｙ
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
映
画
界
で
ト
ッ
プ
に
立

ち
ま
し
た
。
こ
の
作
品
に
携
わ

っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し

て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
一
人
一
人
抱
き
し
め
た
い

く
ら
い
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
、

み
ん
な
。
や
っ
た
ぜ
ー
」
と
喜

び
の
コ
メ
ン
ト
を
独
自
の
Ｆ
Ｂ

で
発
表
し
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
は
、
第
１
１
６
回

年
次
晩
餐
会
を
12
月
８
日︵
金
︶

午
後
７
時
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
ク

ラ
ブ
︵
西
44
丁
目
35
番
地
︶
で

開
催
す
る
。
今
年
は
北
米
三
菱

商
事
に
企
業
地
域
社
会
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
が
贈
ら
れ

る
。
同
社
は
、
Ｊ
Ａ
Ａ
を
通
じ

て
長
年
地
域
社
会
に
日
米
関
係

を
強
化
す
る
慈
善
活
動
に
貢
献

し
て
き
た
。
特
に
、
２
０
２
０

年
12
月
に
設
立
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
史
デ
ジ
タ
ル
博
物

館
に
対
し
て
継
続
的
に
支
援
し

て
い
る
。

　
個
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
は
タ
ケ

シ
・
タ
ッ
ク
・
フ
ル
モ
ト
さ
ん

に
贈
ら
れ
る
。
同
氏
は
第
二
次

世
界
大
戦
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人

強
制
収
容
所
の
生
存
者
で
あ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
退
役
軍

人
。
米
国
に
お
け
る
日
本
人
と

日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
市
民
的
自

由
と
歴
史
を
守
る
た
め
に
人
権

活
動
を
行
い
、
戦
時
日
系
人
強

制
収
容
の
違
憲
判
断
を
導
い
た

フ
レ
ッ
ド
・
Ｔ
・
コ
レ
マ
ツ
氏

を
讃
え
る
自
由
と
憲
法
の
日
の

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
お
け

る
制
定
に
尽
力
し
た
。
晩
餐
会

参
加
の
申
し
込
み
は
、
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ

メ

ー

ル
　info@

jaany.
org

で
現
在
受
け
付
け
中
だ
。

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
年
次
晩
餐
会

12
月
８
日
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で

北
米
三
菱
商
事
と
フ
ル
モ
ト
氏
顕
彰

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶
は
、
18
日
︵
土
︶

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

同
会
ホ
ー
ル
で
バ
ザ
ー
を
開
催

す
る
。
衣
料
品
や
バ
ッ
グ
、靴
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
食
器
な
ど
。

現
在
販
売
す
る
物
品
の
寄
付
を

受
け
付
け
中
。
詳
細
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

Ｅ

メ

ー

ル
　info@

jaany.
com Ｊ

Ａ
Ａ
で
18
日
バ
ザ
ー
開
催

受賞のトロフィーを手にする堀江監督

映
画
「
最
後
の
乗
客
」
の
米
国
上
映
公
式
ポ
ス
タ
ー

http://www.rostamilaw.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
mailto:info@jaany.com
mailto:info@jaany.org
https://www.bigapplecircus.com/
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 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（40）

　

幼
い
子
供
を
含
む
家
族
四
人

の
生
活
の
経
済
を
一
身
に
背
負

う
Ｓ
さ
ん
で
す
が
配
偶
者
か
ら

は
家
事
の
分
担
や
精
神
面
で
の

支
え
が
不
十
分
と
責
め
ら
れ
ま

す
。
理
不
尽
に
思
い
反
論
。
時

に
は
子
供
達
の
前
で
の
激
し
い

口
論
に
発
展
し
ま
す
。

　

離
婚
し
て
も
経
済
的
に
支
障

は
な
い
と
話
す
Ｓ
さ
ん
で
す

が
、
で
は
何
故
踏
み
切
ら
な
い

か
と
尋
ね
る
と
言
葉
が
濁
り
ま

す
。
幼
少
期
に
父
親
が
突
然
姿

を
消
し
て
以
来
、
母
子
家
庭
で

育
っ
た
一
人
っ
子
の
Ｓ
さ
ん
は

虐
待
を
受
け
た
記
憶
は
あ
り
ま

せ
ん
が
暖
か
い
愛
情
の
思
い
出

も
あ
り
ま
せ
ん
。
結
果
、
自
分

に
は
愛
さ
れ
る
価
値
が
な
い
と

信
じ
、
今
あ
る
繋
が
り
を
手
放

せ
な
い
で
い
ま
す
。

　
「
厳
し
く
聞
こ
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
」
と
前
置
き
を
し

て
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
焦
点
が
配

偶
者
へ
の
不
満
に
終
始
し
が
ち

な
点
、
け
れ
ど
Ｓ
さ
ん
は
被
害

者
で
な
い
事
を
指
摘
し
、
現
状

は
ご
自
身
の
選
択
の
結
果
な
の

で
、
ど
の
よ
う
な
改
善
の
努
力

を
さ
れ
る
心
積
も
り
か
を
考
え

る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。
幸
い

Ｓ
さ
ん
の
注
意
を
引
い
た
よ
う

で
す
。

　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
そ
の
中
で
、
思
考
の
歪

み
の
軌
道
修
正
に
役
立
つ
と
判

断
し
た
時
は
耳
の
痛
い
指
摘
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
経
験

を
積
ん
だ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
度
量
に
合
わ
せ
た

苦
言
を
呈
す
る
ス
キ
ル
を
持
っ

て
い
ま
す
。

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

被
害
者
意
識

　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
（
株
）

は 

11
月
29
日
（
水
）
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
。
３
時
30
分
ま
た
は
６
時
30

分
ス
タ
ー
ト
（
１
月
３
日
は
休

み
）。
２
番
街
45
丁
目
の
会
場

に
て
、
教
材
は
英
語
で
日
本
語

訳
あ
り
、
英
語
専
門
用
語
も
両

方
学
ぶ
。
人
数
に
制
限
あ
り
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め
の

食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、
ビ

タ
ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ
保
持
、

活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必
須
ア

ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー
ブ
の

効
用
な
ど
に
つ
い
て
指
導
す

る
。
試
験
合
格
者
は
講
師
養
成

講
座
へ
進
み
、
公
認
認
可
校
と

し
て
世
界
で
独
立
開
講
が
可

能
。
米
国
、
日
本
、
英
国
な
ど

で
公
式
称
号
の
下
、
活
動
で
き

る
。
講
師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

公
認
協
会
認
定
栄
養
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
武
石
越
路
（
共
立
女

子
大
学
食
物
科
卒
業
）。”

遺

伝
子
食
事
テ
ス
ト”

米
国
開
業

医
が
顧
問
。
皆
で”

１
２
０
歳

ま
で
元
気
に
楽
し
く
美
し
く”

が
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
通
信
教
育
受

講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド
ル

（
登
録
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
日

本
語
訳
、
資
料
代
、
受
験
料
、

証
書
代
な
ど
全
て
含
む
）。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド
ル
引
き
に
な
る
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０

（
テ
キ
ス
ト
も
可
）、
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ルLicense_power@aol.

com 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トwww.licensepower.

net

を
参
照
す
る
。

公認アンチエイジング特化
栄養コンサル資格育成講座

　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
ア
ン
ド
・
エ
デ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
社

は
、
米
国
社
会
保
障
制
度
を
正

し
く
理
解
し
賢
く
受
給
す
る
方

法
や
、
老
後
の
生
活
に
必
要
な

介
護
保
険
の
日
米
の
違
い
、
ド

ル
に
よ
る
資
産
設
計
、
な
ど
に

つ
い
て
の
ト
ピ
ッ
ク
を
解
説
す

る
無
料
セ
ミ
ナ
ー
を
Ｎ
Ｊ
で
２

日
間
開
催
す
る
。

　

12
月
２
日
（
土
）
は
パ
ラ
マ

ス
の
ハ
ン
プ
ト
ン
イ
ン
、
３

日
（
日
）
は
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の

ダ
ブ
ル
ツ
リ
ー
バ
イ
ヒ
ル
ト
ン

で
、
ど
ち
ら
も
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
15
分
ま
で
の
間

に
1
時
間
ご
と
に
分
か
れ
て
い

る
ト
ピ
ッ
ク
を
選
択
し
て
参
加

す
る
。

　

講
師
は
、
同
社
の
米
国
公
認

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
ア
ナ
リ
ス
ト
、
堤
さ
と
こ

氏
。
要
事
前
予
約
。
セ
ミ
ナ

ー
の
内
容
や
ト
ピ
ッ
ク
ご
と

の
時
間
割
な
ど
詳
細
の
問
い

合
わ
せ
・
参
加
申
し
込
み
は
、

堤
さ
ん
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
か
電

話
で
。SSeminarNJ@gmail.

com

、（
７
１
４
）
２
６
９
ー

８
９
９
２

米
国
社
会
保
障
制
度

リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
の
準
備

無料セミナーNJで開催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
男
声
合
唱

団
（
Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｙ
）
は
12
月
2

日
（
土
）
午
後
5
時
30
分
か
ら
、

ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド

に
あ
る
ホ
リ
ー
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー

教
会（
東
88
丁
目
３
１
６
番
地
）

に
て
、
第
22
回
定
期
演
奏
会
を

開
催
す
る
。

　

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｙ
は
２
０
２
２
年

8
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
及
び

連
邦
政
府
の
認
可
を
受
け
、
地

域
住
民
へ
日
米
の
音
楽
を
届
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
慈
善
事

業
団
体
（501c3

）
と
な
っ
た
。

今
年
は
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
応

え
る
べ
く
、
文
化
的
に
も
ジ
ャ

ン
ル
的
に
も
両
極
端
と
言
え
る

ス
テ
ー
ジ
を
予
定
し
て
い
る
。

前
半
で
は
、
日
米
両
国
で
長
き

に
わ
た
り
歌
い
継
が
れ
て
き
た

「
希
望
の
島
」
な
ど
の
愛
唱
歌

を
演
奏
。
加
え
て
、「
ア
メ
ー

ジ
ン
グ
グ
レ
ー
ス
」「
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア
」
の
2
曲
を
、
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
ハ
ー
シ
ー
を
拠
点

と
す
る
ア
カ
ペ
ラ
男
声
合
唱
団

パ
ー
ク
サ
イ
ド
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

と
共
演
す
る
。

　

パ
ー
ク
サ
イ
ド
・
ハ
ー
モ
ニ

ー
に
よ
る
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
を

挟
み
、
後
半
で
は
、
津
村
信
夫

の
詩
を
題
材
と
し
た
多
田
武
彦

の
男
声
合
唱
組
曲
「
父
の
い
る

庭
」
を
演
奏
す
る
。
フ
ァ
イ
ナ

ル
ス
テ
ー
ジ
は
マ
イ
ケ
ル
・
ジ

ャ
ク
ソ
ン
の
「
ス
リ
ラ
ー
」
や

ボ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
の
「
リ
ヴ
ィ

ン
・
オ
ン
・
ア
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
」

な
ど
米
国
80
年
代
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
、
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
、
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
の

伴
奏
に
て
披
露
す
る
。
指
揮
は

山
内
竜
志
。
演
奏
会
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@mgcny.net

ま
で
。

12
月
２
日
に
公
演

紐育男声合唱団

介
護
保
険
の
日
米
の
違
い
解
説

https://www.takenakapartners.com/
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
mailto:info@mgcny.net
mailto:info@mgcny.net
mailto:info@mgcny.net
www.licensepower.net
mailto:License_power@aol.com
mailto:SSeminarNJ@gmail.com
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リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
功
罪
と
ポ
リ
シ
ー
の
導
入
（
そ
の
２
）

クイックUSA

ー
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
の
画
面
を

見
な
が
ら
問
題
解
決
を
は
か
ろ

う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
そ

の
思
考
回
路
も
狭
く
な
っ
て
し

ま
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
か
ら
だ

と
い
い
ま
す
。
狭
い
ス
ク
リ
ー

ン
を
通
し
た
思
考
だ
け
で
は
ど

う
し
て
も
限
界
が
あ
る
の
も
ま

た
事
実
の
よ
う
で
す
。

　

実
際
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
か

ら
オ
フ
ィ
ス
に
復
帰
し
た
従
業

員
た
ち
に
そ
の
復
帰
後
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
て
み
ま
す
と
、

平
均
し
て
72
％
の
従
業
員
は
肯

定
的
な
感
想
を
伝
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
オ
フ
ィ
ス

勤
務
に
な
っ
て
最
も
高
く
評
価

し
て
い
る
点
は
、「
同
僚
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が

増
え
た
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
て
、84
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を

続
け
て
き
た
従
業
員
の
87
％
は

154

リ
モ
ー
ト
で
生
産
性
が
上
が
っ

た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
毎
回
出
さ
れ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
に
よ
っ
て
も
、

生
産
性
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

に
言
い
分
が
違
う
よ
う
で
、
ま

だ
ら
模
様
の
状
態
を
呈
し
て
い

る
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
政
府
発
表
の
公
式
調

査
結
果
で
は
、
従
業
員
の
生
産

性
は
確
実
に
劣
化
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
し
、
フ
ォ
ー

チ
ュ
ン
５
０
０
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
40

％
は
、
こ
の
ま
ま
の
勤
務
体
制

を
許
し
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

会
社
の
経
営
状
態
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で

あ
る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
社
の
ポ
リ
シ
ー

に
つ
い
て
の
指
摘
で
す
。
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
ま
た
は
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ワ
ー
ク
に
対
す
る
会
社
の

ポ
リ
シ
ー
を
明
確
に
設
定
し
て

い
る
企
業
は
２
０
２
２
年
の
調

査
結
果
に
な
り
ま
す
が
、
い
ま

だ
34
％
し
か
な
く
、
48
％
は
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
制
定
し
た
暫

定
的
な
ポ
リ
シ
ー
し
か
持
っ
て

お
ら
ず
、
17
％
は
ま
っ
た
く
何

の
ル
ー
ル
も
設
定
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
戦
略
的
人
事
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
）
の

調
査
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
緊
急
事
態
の
発
生
な
ど
で

突
然
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
舞
い

戻
る
こ
と
も
な
い
と
は
い
え

ず
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
に

し
て
も
会
社
と
し
て
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
は
何
で
あ
る
か
の
明
確

な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
従
業
員
に

与
え
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ

ば
、
地
に
足
の
着
い
た
業
務
の

選
択
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び

に
従
業
員
自
身
が
下
す
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
会
社
と
し
て
の
統
制
を
取
る

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
は
同
僚

同
士
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
点
に
お
き
ま
し
て
は
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
非
常

に
興
味
深
い
実
験
結
果
が
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
問
題
解

決
の
課
題
を
全
員
オ
フ
ィ
ス
環

境
で
働
く
チ
ー
ム
と
全
員
リ
モ

ー
ト
で
働
く
チ
ー
ム
と
で
比
較

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
オ
フ
ィ
ス

環
境
チ
ー
ム
の
方
が
リ
モ
ー
ト

環
境
チ
ー
ム
よ
り
約
20
％
多
く

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
も

そ
れ
ら
オ
フ
ィ
ス
環
境
チ
ー
ム

か
ら
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
点
で
リ
モ

ー
ト
環
境
チ
ー
ム
よ
り
も
高
い

ス
コ
ア
を
獲
得
し
て
い
た
と
い

う
の
で
す
。
で
は
一
体
ど
う
し

て
こ
の
よ
う
な
結
果
に
結
び
つ

い
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、

一
般
に
人
々
は
狭
い
コ
ン
ピ
ュ

こ
と
自
体
が
今
後
ま
す
ま
す
難

し
く
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ

ん
。
最
初
か
ら
完
璧
な
ポ
リ
シ

ー
を
作
る
こ
と
は
ど
の
会
社
で

あ
っ
て
も
所
詮
期
待
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は

た
た
き
台
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー

作
り
と
そ
の
導
入
と
を
行
っ
て

み
て
、
試
行
錯
誤
の
中
か
ら
自

社
に
適
し
た
ポ
リ
シ
ー
に
仕
上

げ
て
い
く
こ
と
が
強
く
望
ま
れ

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
空
白
地
帯

で
あ
る
こ
と
を
放
っ
て
お
く
こ

と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
日
系
企

業
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
試
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

酒
井 

謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
の
紙
版
と
オ
ン
ラ
イ
ン
購
読

者
総
数
が
１
０
０
０
万
人
の
大

台
を
突
破
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は
第
3
四

半
期
報
告
書
で
、
9
月
ま
で

の
3
か
月
間
に
デ
ジ
タ
ル
の

み
の
購
読
者
が
21
万
人
純
増

し
、
９
４
１
万
人
と
な
り
印
刷

物
購
読
者
67
万
人
と
合
わ
せ

て
１
０
０
０
万
人
を
突
破
し

た
。
２
０
２
７
年
ま
で
に
プ
リ

ン
ト
と
デ
ジ
タ
ル
を
合
わ
せ
た

１
５
０
０
万
人
の
目
標
に
近
づ

い
て
い
る
。

　

タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
中
核
と
な

る
ニ
ュ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
、
ク
ッ

キ
ン
グ
、
ゲ
ー
ム
、
レ
ビ
ュ
ー

サ
イ
ト
「
ワ
イ
ヤ
カ
ッ
タ
ー
」、

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

「
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
」
な
ど
、
複

数
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
し
て
も

ら
う
こ
と
に
注
力
し
て
き
た
。

デ
ジ
タ
ル
版
の
み
の
購
読
者

９
４
１
万
人
の
う
ち
３
８
０
万

人
近
く
が
、
少
な
く
と
も
2
つ

の
記
事
セ
ク
シ
ョ
ン
を
購
読
し

て
い
る
と
い
う
。

　

同
社
の
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で

あ
る
メ
レ
デ
ィ
ス
・
コ
ピ
ッ

ト
・
レ
ヴ
ィ
ア
ン
氏
は
声
明
の

中
で
、
第
3
四
半
期
決
算
は
タ

イ
ム
ズ
紙
の
「
マ
ル
チ
プ
ロ
ダ

ク
ト
バ
ン
ド
ル
」
が
順
調
に
推

移
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、「
よ
り
大
き
く
、
よ
り
収

益
性
の
高
い
会
社
を
構
築
す
る

道
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

　

タ
イ
ム
ズ
の
調
整
後
営
業
利

益
は
８
９
８
０
万
ド
ル
で
、
前

年
同
期
比
30
・
1
％
増
。
総
収

入
は
5
億
９
８
３
０
万
ド
ル

で
、
前
年
同
期
比
9
・
3
％
増
。

　

タ
イ
ム
ズ
紙
が
２
０
２
２
年

初
め
に
5
億
５
０
０
０
万
ド
ル

で
買
収
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

は
、
同
四
半
期
に
７
９
０
万
ド

ル
の
調
整
後
営
業
損
失
を
計
上

し
、
前
年
同
期
の
１
２
１
０
万

ド
ル
の
損
失
か
ら
改
善
し
た
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
は
買
収
以
来
約

６
８
０
０
万
ド
ル
の
損
失
を
計

上
し
て
い
る
。
タ
イ
ム
ズ
社
幹

部
は
買
収
当
時
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
社
の
黒
字
化
に
は
3
年
か
か

る
と
予
想
し
て
い
た
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
事
務
所

は
21
日
（
火
）
午
後
４
時
か

ら
、「
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
ス
ト
ラ
イ
キ

が
米
国
自
動
車
業
界
に
与
え
た

影
響
」
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。

　

全
米
自
動
車
労
働
組
合
（
Ｕ

Ａ
Ｗ
）
は
今
年
９
月
15
日
か
ら

１
か
月
半
、
デ
ト
ロ
イ
ト
３
を

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
ス
ト
の
影
響

ジ
ェ
ト
ロ
が
21
日
セ
ミ
ナ
ー

対
象
に
前
代
未
聞
の
同
時
ス
ト

ラ
イ
キ
を
行
っ
た
。
現
在
Ｕ
Ａ

Ｗ
は
各
社
と
暫
定
合
意
し
、
労

使
間
の
契
約
批
准
が
待
た
れ

る
が
、
米
国
の
自
動
車
業
界

に
は
依
然
と
し
て
緊
張
感
が

漂
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

で
は
、
暫
定
契
約
の
結
果
を

組
合
と
企
業
の
双
方
の
交
渉

ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
比
較
分
析

し
、
契
約
批
准
の
行
方
と
業
界

に
お
け
る
反
応
や
再
ス
タ
ー

ト
の
現
状
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
講
師
は
プ
ラ
ン
ト
・
モ
ラ

ン
氏
、
マ
ー
ク
・
バ
ロ
ッ
ト

氏
（Partner, Automotive/

Mobility Practice Leader

）、

デ
ー
ブ
・
ア
ン
ド
レ
ア
氏

（Principal, M
C-Supplier 

Relations Analytics

）。
講
演

言
語
は
英
語
。定
員
５
０
０
人
。　

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルag1@jetro.go.jp 

（
西
澤
さ

ん
、
星
野
さ
ん
）
ま
で
。
申
し

込
み
はhttps://www.jetro.

go.jp/form
5/pub/cgo/

uaw_analysis
か
ら
。

　今年も昨年に続き、12 月 3日・10 日・
17 日の日曜正午から午後６時まで、5番
街 48 丁目から 59 丁目までの区間が車両
通行禁止となる。道の真ん中を歩いてホ
リデーショッピングが楽しめる。これは、
セントラルパークから 2 ブロック下の
57 丁目で終了した昨年のホリデー・オー

プン・ストリートに比べ、25％のスペー
ス増となる。また、5番街と 6番街の間
の西 49 丁目と 50 丁目は、ロックフェラ
ーセンターがクリスマスツリーを点灯す
る 11 月 29 日（水）午前 11 時から午前
0時まで歩行者天国になる。
　イダニス・ロドリゲス交通局長は「ウ
インドーショッピングをするにしても、
ロックフェラーセンターのツリーを眺め
るにしても、オープン・ストリートがニ
ューヨーカーや観光客にとってホリデー
シーズンには絶対に訪れたい場所となる
よう、昨年成功したプログラムをベース
に、今年は改良を加えている」と述べた。
　昨年のオープン・ストリートでは、小
売店の売り上げが３００万ドル増加した
という。マスターカードとニューヨーク
市テクノロジー・イノベーション局が実
施した調査によると、歩行者天国となっ
た道路沿いの店舗は、同地域の他のビジ
ネスよりも 13・９％多く取引を行った。
ホリデーシーズン中の平日午後は、5番
街の片側 1車線に歩行者用のバリアが設
置される。

NYタイムズ
購読者総数が

1000 万の大台突破

師走の日曜
五番街で
歩行者天国

https://america-keitai.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:ag1@jetro.go.jp
mailto:ag1@jetro.go.jp
mailto:ag1@jetro.go.jp
mailto:ag1@jetro.go.jp
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/cgo/uaw_analysis
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Ｎ
Ｊ
州
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ

ィ
市
文
化
事
業
局
と
、
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
リ

ー
グ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ

テ
ィ
（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
は
共
催

で
、
今
月
３
日
の
昼
、
本
年
で

３
年
目
と
な
る
「
日
本
文
化
の

日
」
式
典
を
同
市
の
市
庁
舎
で

開
催
し
た
。
会
場
に
は
約
80
人

が
集
ま
り
、
同
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

行
っ
た
ラ
イ
ブ
配
信
で
は
約

１
２
０
人
が
視
聴
し
た
。

　

多
様
性
の
町
で
あ
る
同
市
で

生
ま
れ
育
っ
た
日
系
人
、
エ
コ

ー
山
中
ラ
イ
ア
ン
さ
ん（
14
歳
）

が
振
袖
を
着
て
司
会
を
行
い
、

全
て
の
ス
ピ
ー
チ
に
は
Ａ
Ｓ
Ｌ

（
ア
メ
リ
カ
手
話
）
の
手
話
通

訳
が
つ
い
た
。
通
訳
の
ス
テ
フ

ァ
ニ
ー
・
カ
ニ
ー
ス
キ
ー
氏
は
、

同
式
典
が
日
本
へ
も
ラ
イ
ブ
配

信
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本

手
話
も
取
り
入
れ
た
と
い
う
。

　

同
式
典
で
は
ま
ず
、
地
元
の

公
立
小
学
校
Ｐ
Ｓ
16
の
生
徒
28

名
が
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
日
本
語

に
よ
る
歌
唱
と
日
本
手
話
を
披

露
し
、
庁
舎
前
の
広
場
に
集
ま

っ
た
観
客
か
ら
大
き
な
声
援

を
浴
び
た
。
歌
は
、
同
校
の

音
楽
教
師
で
山
口
県
岩
国
出

身
の
シ
ョ
ー
ン
一
郎
マ
ナ
ス

先
生
が
指
導
、
日
本
手
話
は
、

YouTuber

湊
万
里
子
氏
の
動

画
を
見
て
練
習
し
た
そ
う
だ
。

続
い
て
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領

事
館
の
森
和
也
広
報
セ
ン
タ
ー

所
長
が
ス
ピ
ー
チ
。
そ
の
後
、

和
太
鼓
と
ダ
ン
ス
の
融
合
で
魅

了
す
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
」
と
、
人

種
の
壁
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー
で

よ
さ
こ
い
を
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
踊
る
「
紅
玉
」
が
、
伝
統
的

な
日
本
文
化
に
現
代
的
な
ア
レ

ン
ジ
を
加
え
た
パ
ワ
フ
ル
な
演

目
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
フ
ロ
ッ
プ

市
長
補
佐
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ

メ
ス
氏
は
ス
ピ
ー
チ
で
「
日
本

文
化
を
一
言
で
表
現
す
る
と
し

た
ら
、
私
は
エ
ク
セ
レ
ン
ス
と

答
え
る
。全
て
の
面
に
お
い
て
、

常
に
デ
ィ
テ
ー
ル
を
大
切
に

し
、
特
別
な
も
の
を
創
り
出
し

て
き
ま
し
た
。
技
術
革
新
を
通

し
て
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
国

と
な
り
ま
し
た
。
あ
な
た
方
の

助
け
合
い
の
心
、
愛
情
、
お
も

て
な
し
、
そ
し
て
お
互
い
を
敬

い
合
う
心
に
、
我
々
は
敬
意
を

払
い
ま
す
」と
話
し
た
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
国
旗
と
共
に
、
日
本

国
旗
の
掲
揚
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、最
後
に
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

フ
ロ
ッ
プ
市
長
に
よ
っ
て
署
名

さ
れ
た
「
宣
誓
書
」
が
授
与
さ

れ
た
。

第3回日本文化の日
NJ 州ジャージーシティ

地
元
児
童
が
「
赤
と
ん
ぼ
」

広
場
の
観
客
か
ら
大
き
な
声
援

　

宮
城
県
庁
主
催
、
宮
城
県
日

本
酒
の
無
料
試
飲
会
イ
ベ
ン
ト

「Tastes of Miyagi

」
が
、
17

日
（
金
）
か
ら
19
日
（
日
）
ま

で
の
各
日
と
も
に
午
後
４
時
か

ら
７
時
ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

の
ジ
ャ
パ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ（934 

3rd Ave

）
内
に
あ
る
リ
カ
ー

シ
ョ
ッ
プ
「
蔵
一
」
で
開
催
さ

れ
る
。
期
間
中
は
日
替
わ
り
で

宮
城
の
地
酒
の
試
飲
が
で
き
、

購
入
者
に
は
県
花
ミ
ヤ
ギ
ノ
ハ

ギ
や
「
奥
の
細
道
」
の
一
節
を

あ
し
ら
っ
た
風
呂
敷
（
数
量
限

定
・
先
着
順
）
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
る
。
提
供
予
定
の
日
本
酒

は
、
勝
山
酒
造　

純
米
吟
醸

「
献
」、内
ケ
崎
酒
造　

鳳
陽「
蔵

の
華
」、
佐
浦　

本
醸
造
「
原

酒 

浦
霞
」、
一
ノ
蔵　
「
ひ
め

ぜ
ん
」、
新
澤
酒
造　
「
愛
宕
の

松
」
特
別
本
醸
造
、「
伯
楽
星
」

特
別
純
米
田
中
酒
造　
「1789

× Chartier Blend001 
Vintage 2018

」。

　

ま
た
、
18
日
（
土
）
午
前
11

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
は
1
日

限
定
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ジ
ャ

パ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
内
フ
ー
ド
コ

ー
ト
に
お
い
て
宮
城
の
郷
土
料

理
「
は
ら
こ
飯
」
や
「
牡
蠣
フ

ラ
イ
」
を
販
売
、
日
本
酒
と
の

ペ
ア
リ
ン
グ
も
楽
し
め
る
。

18
日
に
は
郷
土
料
理
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ

宮城の酒
無料試飲会
今週末ジャパン・ビレッジで

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
に
あ
る
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
「
オ
キ
ュ
ラ
ス
」
に

24
日
（
金
） 

か
ら
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
が
オ
ー
プ
ン
す

る
。
オ
キ
ュ
ラ
ス
は
白
く
巨
大

な
骨
組
み
を
持
つ
美
し
い
建
築

物
と
し
て
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
り
、
地
下
鉄
な
ど
に
直
結

す
る
ハ
ブ
駅
と
し
て
交
通
の
要

に
も
な
っ
て
い
る
場
所
。
建
築

家
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
カ
ラ
ト
ラ

バ
氏
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
、９
・

11
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
跡
地

に
15
年
以
上
の
歳
月
と
40
億
ド

ル
の
莫
大
な
費
用
を
か
け
て

２
０
１
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

建
築
ア
ー
ト
作
品
で
あ
る
。

　

今
回
初
め
て
オ
ー
プ
ン
す
る

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ワ
ー
ル
・
ホ

リ
デ
ー
・
ロ
ー
ラ
ー
リ
ン
ク
」

は
美
し
い
建
築
物
の
下
で
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
が
で
き
、
写
真

映
え
も
期
待
で
き
る
。
特
別
イ

ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ブ
音
楽
な
ど
も

開
催
予
定
。
リ
ン
ク
サ
イ
ド
に

は
地
元
の
飲
食
店
が
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
出
店
す
る
ほ
か
、
ホ
リ
デ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
わ
れ
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
大
人
30
ド
ル
、

８
〜
18
歳
は
25
ド
ル
（
45
分
の

ス
ケ
ー
ト
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
ロ

ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
の
レ
ン
タ
ル

が
含
ま
れ
る
）。
月
・
火
曜
定

休
、
１
月
21
日
ま
で
の
午
前

11
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
営

業
。
予
約
・
詳
細
はhttps://

app.anyroad.com/tours/
W
inter_W

hirl_Holiday_
Roller_Rink/s-ed33d943

オキュラスでローラースケート

https://shopnyseikatsu.com/
https://app.anyroad.com/tours/Winter_Whirl_Holiday_Roller_Rink/s-ed33d943
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戦
後
の
日
本
住
宅
を
語
る

ナ
オ
ミ
・
ポ
ロ
ッ
ク
さ
ん
Ｊ
Ｓ
で
12
月
５
日

　

メ
ッ
ツ
球
団
の
オ
ー
ナ
ー
で

あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
コ
ー
エ
ン

氏
は
７
日
、
80
億
ド
ル
を
か
け

た
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
パ
ー

ク
計
画
」に
つ
い
て
発
表
し
た
。

カ
ジ
ノ
、
ホ
テ
ル
、
フ
ー
ド
ホ

ー
ル
、
音
楽
会
場
と
20
エ
ー
カ

ー
の
公
園
を
含
む
も
の
で
、
市

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化

を
期
待
し
て
い
る
。

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
大
手

の
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
提
携
す
る
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
・
パ
ー
ク
計
画
は
、

メ
ッ
ツ
の
本
拠
地
シ
テ
ィ
ー
フ

ィ
ー
ル
ド
の
す
ぐ
西
に
あ
る
50

エ
ー
カ
ー
の
駐
車
場
に
、
年
間

を
通
し
て
楽
し
め
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
複
合
施
設
を
作
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

コ
ー
エ
ン
氏
は
「
世
界
で
最

も
偉
大
な
都
市
が
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
場
所
を
手

に
入
れ
る
時
が
来
た
。
私
が
こ

の
チ
ー
ム
を
買
収
し
た
と
き
、

フ
ァ
ン
や
地
域
社
会
は
、
も
っ

と
良
い
も
の
が
必
要
だ
と
言
い

続
け
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・

パ
ー
ク
は
、
人
々
が
来
て
楽
し

み
た
い
と
思
う
だ
け
で
な
く
、

心
か
ら
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な

共
有
ス
ペ
ー
ス
を
約
束
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ー
エ
ン
氏
は
他
の

申
請
者
と
と
も
に
、
ダ
ウ
ン
ス

テ
ー
ト
に
あ
る
3
つ
の
フ
ル
カ

ジ
ノ
ラ
イ
セ
ン
ス
の
う
ち
の
1

つ
に
立
候
補
し
て
い
る
。
駐
車

場
は
公
共
の
公
園
内
に
建
設
さ

れ
る
た
め
、
州
都
オ
ー
ル
バ
ニ

で
の
立
法
措
置
が
必
要
と
な

る
。
ジ
ェ
フ
リ
オ
ン
・
オ
ー
ブ

リ
ー
下
院
議
員
は
3
月
、
こ
の

市
有
地
で
の
建
設
を
許
可
す
る

「
公
園
所
有
権
放
棄
」
の
法
案

を
提
出
し
た
。
ジ
ェ
シ
カ
・
ラ

モ
ス
上
院
議
員
は
、
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
・
パ
ー
ク
案
を
前
進
さ

せ
る
た
め
に
、
上
院
で
関
連
法

案
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。　

　

過
去
3
年
間
、
コ
ー
エ
ン
と

彼
の
チ
ー
ム
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
グ
ル
ー
プ
、
選
挙
で
選
ば

れ
た
役
員
、
メ
ッ
ツ
・
フ
ァ
ン
、

周
辺
地
域
に
住
み
働
く
人
々
と

会
い
、
ス
ポ
ー
ツ
と
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
・
パ
ー
ク
に
命
を

吹
き
込
む
ビ
ジ
ョ
ン
を
練
っ
て

き
た
。
15
回
を
超
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
何
千
も
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ

れ
、
地
元
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
何
百
回
に

も
及
び
、
近
隣
住
民
の
戸
別
訪

問
は
2
万
回
を
超
え
た
。
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
と
、
戸
別

訪
問
し
た
人
の
89
％
以
上
が
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
持
す
る

嘆
願
書
に
署
名
し
た
と
い
う
。

メ
ッ
ツ
オ
ー
ナ
ー
が
計
画

シ
テ
ィ
フ
ィ
ー
ル
ド

近
く
に
巨
大
公
園

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３

番
地
）
は
12
月
５
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
か
ら
、
講
演

会
「
類
稀
な
る
日
本
の
住
宅: 

１
９
４
５
年
か
ら
現
在
の
住
宅

デ
ザ
イ
ン
」
を
開
催
す
る
。
ス

ピ
ー
カ
ー
は
ア
メ
リ
カ
人
建
築

家
、
作
家
の
ナ
オ
ミ
・
ポ
ロ

ッ
ク
氏
。
東
京
に
30
年
在
住

し
、
日
本
の
デ
ザ
イ
ン
と
建
築

に
つ
い
て
執
筆
し
て
お
り
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
デ
ザ
イ
ン
大
学

院
お
よ
び
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
建
築
学
修
士
号
を

取
得
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
批

評
家
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
２
０
１
８
年
に
米
国
建
築

家
協
会
に
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・

フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
招
聘
さ
れ
て

い
る
。
当
日
は
著
書
に
掲
載
さ

れ
た
住
宅
の
一
部
に
つ
い
て
話

す
。
司
会
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
建

築
学
部
講
師
で
ミ
ラ
イ
・
ワ
ー

ク
・
ス
ペ
ー
ス
の
共
同
設
立
者

の
河
井
容
子
氏
。
講
演
後
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
本
の
販
売

© Shinjiro Yamada

ナオミ・ポロック氏

　

ア
ス
ト
リ
ア
に
あ
る
「
ボ
ヘ

ミ
ア
ン
ホ
ー
ル
＆
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
」
で
は
、
12
月
10
日
（
日
）

と
17
日
（
日
）
の
２
回
、
正
午

か
ら
午
後
６
時
ま
で
、
毎
年
恒

例
の
ホ
リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
る
。

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
彩
る

世
界
に
一
つ
だ
け
の
手
作
り
グ

ッ
ズ
や
ビ
ン
テ
ー
ジ
商
品
、
ク

ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
な
ど
の
焼
き

菓
子
な
ど
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。

ま
た
、
ク
イ
ー
ン
ズ
を
拠
点
に

活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作

品
販
売
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。
入
場
無
料
。
会
場
は

レ
ス
ト
ラ
ン
内
に
あ
る
の
で
買

い
物
の
途
中
や
あ
と
で
食
事
と

ビ
ー
ル
が
楽
し
め
る
。
入
場
無

料
。
詳
細
はhttps://www.

astoriamarket.com/

ア
ス
ト
リ
ア

ホ
リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
サ
イ
ン
会
が
開
催
さ
れ
る
。

講
演
会
の
言
語
は
英
語
。

　

参
加
費
は
一
般
16
ド
ル
、
Ｊ

Ｓ
会
員
・
学
生
・
シ
ニ
ア
は
12

ド
ル
。
申
し
込
み
・
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト http://www.

japansociety.org

を
参
照
。

　
美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
は
12

月
６
日
︵
水
︶
午
後
１
時
か
ら

２
時
15
分
︵
日
本
時
間
︶
ま
で

美
容
業
界
従
事
者
を
対
象
と
し

た
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
ナ

チ
ュ
ラ
ル
メ
イ
ク
術
〜
変
化
を

味
方
に
す
る
エ
イ
ジ
レ
ス
ビ
ュ

ー
テ
ィ
〜
﹂
と
題
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　
経
済
成
長
期
を
経
験
し
、
多

く
の
事
物
に
触
れ
て
き
た
世
代

の
顧
客
に
対
し
、
若
い
現
場
ス

タ
ッ
フ
で
は
経
験
値
や
技
術
が

マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
と
感
じ
る

こ
と
は
な
い
か
と
の
不
安
に
答

え
る
。
こ
の
講
座
で
は
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
最
大
限
に
引
き
出
す
技
術

を
も
っ
た
現
役
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
こ
の
世
代

へ
の
接
客
に
必
要
な
技
術
を
無

理
な
く
上
げ
る
方
法
や
、
年
齢

と
と
も
に
起
こ
る
顧
客
の
美
容

に
対
す
る
気
持
ち
の
変
化
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

　
確
か
な
商
品
知
識
に
加
え
、

求
め
ら
れ
る
技
術
の
提
供
に
よ

り
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
一
層

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ニ

ア
層
は
、
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
う
と
、
そ
の
後
長
年
に
わ
た

っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
続
け

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
現
場

で
す
ぐ
に
自
信
を
持
っ
て
使
え

る
メ
イ
ク
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
伝

授
す
る
。
講
師
は
担
当
・
山

口
童
子
さ
ん
、
内
藤
文
子
さ

ん
。
参
加
費
は
日
本
円
で
１
人

６
６
０
０
円
。
セ
ミ
ナ
ー
の
申

込
み
は
こ
ち
ら
か
ら
。

h
ttp

s://co
u

b
ic.co

m
/

befinebefine/3869536

美
容
業
界
対
象
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

シ
ニ
ア
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
https://japanvillage.com/
http://www.japansociety.org
https://coubic.com/befinebefine/3869536
https://www.astoriamarket.com/
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人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
る
現
代
、
60
歳
代
は
、
人
生

の
折
り
返
し
地
点
を
少
し
通
り

過
ぎ
た
地
点
。
中
高
年
に
な
っ

て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
予
防
や
管
理
に
注
意
し
て

い
た
世
代
も
、
こ
れ
か
ら
は
心

身
の
衰
え
が
加
齢
と
と
も
に
訪

れ
る
「
フ
レ
イ
ル
対
策
」
が
必

要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。　

フ
レ
イ
ル
と
は
健
康
状
態
と
要

介
護
状
態
の
中
間
に
位
置
す
る

状
況
を
指
す
。
従
来
の
既
成
概

念
に
囚
わ
れ
な
い
日
常
生
活
の

健
康
維
持
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
集
だ
。
特
段
の
持
病
も
な

く
、
健
康
の
よ
う
な
毎
日
を
送

っ
て
い
て
も
、
な
ん
だ
か
体
力

の
衰
え
や
、
体
の
痛
み
や
異
変

の
兆
候
を
感
じ
る
世
代
。
若
い

頃
の
メ
タ
ボ
対
策
の
３
本
柱

は
、「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
生
活
」「
適
度
な
運
動
」「
十

分
な
休
息
」だ
っ
た
。
し
か
し
、

60
歳
を
過
ぎ
た
ら
、「
栄
養
」「
運

動
」「
社
会
参
加
」
に
「
持
病

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
い
う
４

本
柱
の
健
康
作
り
に
な
る
。

　
「
食
べ
る
」「
動
く
」「
つ
な

が
る
」
こ
と
は
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
と
。
生
ま
れ
て
か

ら
青
少
年
時
代
少
女
時
代
を
過

ご
し
た
学
生
時
代
ま
で
を
人
生

の
第
１
幕
と
す
る
と
、
社
会
に

出
て
結
婚
し
て
子
育
て
に
追
わ

れ
て
、
子
供
が
学
校
を
卒
業
し

て
社
会
人
と
な
り
家
庭
を
持
っ

て
、
子
育
て
か
ら
開
放
さ
れ
る

ま
で
が
人
生
の
第
２
幕
。
会
社

勤
め
を
終
わ
っ
て
定
年
退
職
し

て
か
ら
の
人
生
が
第
３
幕
と
で

も
言
お
う
か
。
60
歳
以
降
は
、

人
生
の
豊
か
さ
を
見
直
す
時
期

で
も
あ
る
。
人
生
を
豊
か
に
す

る
よ
う
な
「
や
り
た
い
こ
と
」

が
あ
る
人
は
、
そ
れ
を
少
し
で

も
継
続
で
き
る
よ
う
に
健
康
づ

く
り
に
専
念
し
た
い
。
ま
た
健

康
で
あ
れ
ば「
や
り
た
い
こ
と
」

を
続
け
る
こ
と
で
き
、
人
生
は

ま
す
ま
す
豊
か
に
な
る
好
循
環

を
生
む
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

　

生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
の

指
針
と
し
て
本
書
は
７
つ
の
習

慣
を
心
が
け
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
る
。

（
１
）
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
食

べ
て
、
や
せ
と
栄
養
不
足
を
防

ぐ
＝
多
様
な
食
品
か
ら
体
に
必

要
な
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
を
と

り
、低
栄
養
と
「
痩
せ
る
こ
と
」

を
防
ぐ
。

（
２
）
筋
力
＋
歩
行
力
で
、
生

活
体
力
を
キ
ー
プ
＝
家
の
内
外

問
わ
ず
、
よ
く
歩
き
、
こ
ま
め

に
動
き
、
２
リ
ッ
ト
ル
入
り
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
１
〜
２
本
は
持

ち
運
べ
る
筋
力
を
養
う
。

（
３
）
口
の
健
康
を
守
り
、
噛

む
力
を
維
持
す
る
＝
虫
歯
や
歯

周
病
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
歯
が

抜
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、
い
つ
ま

で
も
硬
い
た
く
あ
ん
が
食
べ
ら

れ
る
咀
嚼
（
そ
い
し
ゃ
く
）
力

を
つ
け
る
。
入
れ
歯
で
あ
っ
て

も
噛
め
れ
ば
全
く
問
題
な
い
。

（
４
）
外
出
・
交
流
・
活
動
で

人
や
街
と
つ
な
が
る
＝
１
日
１

回
は
外
出
し
、
週
に
１
度
以
上

は
知
人
、
友
人
と
交
流
し
、
月

に
１
度
以
上
は
社
会
活
動
な
ど

に
参
加
し
て
積
極
的
に
人
と
交

流
す
る
。

（
５
）
持
病
を
適
切
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
＝
生
活
習
慣
病
な

ど
の
持
病
が
あ
る
場
合
は
、
治

療
を
続
け
る
ほ
か
、
適
切
な
食

事
や
運
動
で
管
理
を
し
て
、
病

気
の
進
行
か
ら
の
脳
卒
中
、
心

臓
病
、
さ
ら
に
は
生
活
機
能
障

害
を
防
ぐ
。

（
６
）
家
庭
内
事
故
を
防
ぐ
＝

家
の
中
で
起
こ
る
転
倒
、転
落
、

誤
嚥
（
ご
え
ん
）、
窒
息
、
入

浴
事
故
、
着
衣
着
火
の
や
け
ど

な
ど
を
防
ぐ
環
境
作
り
と
知
識

を
持
つ
。

（
７
）
好
奇
心
、
感
性
、
笑
顔
、

目
標
を
大
切
に
＝
あ
る
が
ま
ま

老
い
も
受
け
入
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
健
や
か
に
暮
ら
す
。
こ
れ

ら
は
、
日
本
に
い
て
も
ア
メ
リ

カ
に
い
て
も
心
が
け
次
第
で
は

同
じ
結
果
を
期
待
で
き
そ
う

だ
。　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

新シニアの老化防止方
　　　　藤原佳典・監修

新星出版社・刊

■まだ温かい鍋を抱いておやすみ（彩瀬まる、祥伝社文庫）
スポーツ用品販売会社に勤める素子は、同じ保育園に通う
子供を持つ珠理を誘って日帰り温泉旅行に出かける。ずら
りと食卓に並ぶ季節の味を堪能するうち、素子は家族を優
先して「自分が食べたいもの」を忘れていたことに気づく。
「あのひと口」の記憶が紡ぐ6つの物語。■世界を動かし
た名演説（池上彰／パトリック・ハーラン、ちくま新書）
名演説とは時代や歴史、社会問題や政治運動を色濃く記録
した縮図だ。チャーチルの第2次世界大戦の戦況を逆転
させた演説からゼレンスキーの戦時下演説まで。現代史と
世界情勢の要点を総覧し、歴史に残る名言を味わう。■海
外生活ストレス症候群（鈴木満、弘文堂）駐在、留学、長
期滞在など、海外での新しい環境にうまく適応する人がい
る一方で、不適応や精神不調に陥る人がいる。その違いは
どこから起こるのか。22の症候群を挙げながら、海外で
のこころのリスクマネジメントについて解説する。■ 777　
トリプルセブン（伊坂幸太郎、角川書店）『マリアビート
ル』で新幹線から降りられなかった、あの世界で一番不運
な殺し屋が、また騒動に巻き込まれる。今回の舞台となる
のは、続々と物騒なやつらが集まってくる東京の超高級ホ
テル。『グラスホッパー』『マリアビートル』『AXアックス』
に続く、伊坂幸太郎の殺し屋シリーズ最新作。■ボクもた
まにはがんになる（三谷幸喜、幻冬舎文庫）人気脚本家の三谷幸喜は50代
の働き盛りに前立腺がんが発覚した。子供はまだ幼いし、大河ドラマ「真田
丸」の執筆も控えている。そんな三谷が信頼できる主治医と出会い、不安を
感じずに手術を受けることができた。術後5年に発表した、マジメで明るく
笑える三谷と主治医の対談集。■僕が死んだあの森（ピエール・ルメートル、
文春文庫）小さな村に暮らす12歳の少年アントワーヌは、隣家の6歳の男
の子を殺した。死体を隠して家に戻ったアントワーヌだが、子供の失踪に村
は揺れる。やがてあの森の捜索がはじまるだろう。そしてアントワーヌはい
つも身につけていた腕時計がなくなっていることに気づく。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

あ
の
時
の
あ
の
味
を
思
い
出
す
。
武
器
に
も
癒
し
に
も
な
る
言
葉
の
力
。
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
処
方
箋
。
海
外
で
の
こ
こ
ろ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
伊
坂
幸
太
郎
の
殺
し
屋

シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。
が
ん
患
者
と
主
治
医
の
対
談
。
12
歳
の
少
年
に
よ
る
完
全
犯
罪
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

微
生
物
か
ら
比
較
的
大
き
な

生
物
ま
で
、
菌
類
は
林
や
森
の

中
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
に
で
も

存
在
す
る
。
そ
し
て
植
物
や
動

物
に
食
べ
物
を
提
供
し
、
彼
ら

の
住
む
場
所
を
作
っ
て
い
る
か

ら
、
菌
類
が
い
な
け
れ
ば
私
た

ち
の
生
態
系
は
成
り
立
た
な

い
。
し
か
し
菌
類
の
種
類
に
よ

っ
て
は
病
気
を
起
こ
し
て
農
作

物
を
荒
ら
し
た
り
、
動
物
の
行

動
を
変
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。動
物
と
も
植
物
と
も
違
う
、

謎
め
い
た
菌
類
の
王
国
に
は
秘

密
が
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

表
紙
も
そ
う
だ
が
、
カ
ラ
フ

ル
で
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
と
写

真
も
掲
載
し
、
毒
に
も
薬
に
も

な
る
キ
ノ
コ
の
世
界
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
す
る
。
菌
類
は
人

間
の
た
め
の
薬
を
作
る
一
方

で
、
感
染
症
や
作
物
の
病
気
、

伝
染
病
、
ゾ
ン
ビ
化
し
た
ア
リ

の
話
し
な
ど
、
驚
き
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
地
球
上
で
最
も
魅
惑
的

な
生
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
菌

類
の
特
性
を
学
べ
る
絵
本
。
自

然
や
微
生
物
に
興
味
の
あ
る
子

供
た
ち
へ
の
贈
り
物
と
し
て
、

本
書
を
持
っ
て
森
へ
散
策
に
出

か
け
た
く
な
る
本
。　
（
高
田
）

謎
め
い
た
菌
類
の
世
界
を
知
る

 『Humongous Fungus』
Written by DK    

Published by DK Children

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
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米
国
の
人
々
と
日
本
人
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
作

り
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
異
文
化
理
解
の
向
上
に
努

め
て
い
る
。
２
０
０
０
年
に
米

国
に
移
住
し
、
日
系
企
業
等
で

の
就
業
を
経
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
独
立
。
現
在
は
デ
ザ

イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
を
軸
と
し
た

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
経
営

に
携
わ
る
傍
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
暮
ら
し
て
い
る
。

　

日
本
で
大
学
卒
業
後
、
東
京

の
Ｉ
Ｔ
系
企
業
に
勤
務
し
、
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
始
ま

っ
て
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ッ

プ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
を
経
て
、

２
０
０
０
年
に
来
米
し
、
日
系

商
社
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

ャ
ー
や
社
内
シ
ス
テ
ム
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し

て
働
き
、
一
貫
し
て
Ｉ
Ｔ
畑
を

歩
ん
で
き
た
。

  

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
学
ぶ
た
め
、
ボ
ス
ト
ン
の

バ
ブ
ソ
ン
大
学
に
進
学
し
た
。

Ｍ
Ｂ
Ａ
就
学
中
に
き
っ
か
け

を
得
、
２
０
１
４
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ビ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
を
立
ち

上
げ
、
設
立
最
初
に
着
手
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
がNASA 

International Space Apps 
Challenge (

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ) 

の

ボ
ス
ト
ン
大
会
の
オ
ー
ガ
ナ
イ

ズ
だ
っ
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
米
航
空
宇
宙

局
）
が
主
催
す
る
世
界
最
大
の

ハ
ッ
カ
ソ
ン
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
イ
ベ
ン

ト
）
で
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
は

２
０
１
４
年
に
初
参
加
し
、
そ

の
後
毎
年
ボ
ス
ト
ン
大
会
を
主

催
し
て
い
る
。
こ
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
か
ら
呈
示
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
か
ら
自
分
の
関
心
の

あ
る
、
解
決
し
た
い
チ
ャ
レ

ン
ジ(

問
題)

を
選
び
、
同
じ

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
興
味
の
あ
る
人

で
チ
ー
ム
を
作
り
、
48
時
間

で
解
決
策
を
つ
く
る
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
、
宇
宙
に
関
連
す

る
も
の
、
地
球
や
環
境
問
題

な
ど
と
多
岐
に
渡
る
。
世
界

１
６
２
か
国
・
３
２
３
か
所
か

ら
２
万
８
０
０
０
人
以
上
参

加
す
る
こ
の
大
会
で
は
、
10

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ

にGlobal W
inner(

世
界
優

勝)

が
決
ま
る
が
、
２
０
２
１

年
の
大
会
と
２
０
２
２
年
の
大

会
に
2
年
連
続
で
、
ボ
ス
ト
ン

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
日
本
人
の

小
中
高
校
生
の
チ
ー
ム
が
10
の

う
ち
の
「Atr&Technology

」

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
優
勝
す
る
と
い

う
快
挙
を
果
た
し
た
。
バ
ブ
ソ

ン
大
学
在
学
中
に
「
起
業
家
精

神
」
と
は
「
必
ず
し
も
起
業
を

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
が

や
り
た
い
と
決
め
た
こ
と
を
自

信
と
信
念
を
持
っ
て
や
り
遂
げ

る
」
こ
と
で
あ
る
と
気
付
い
た

と
い
う
西
本
さ
ん
。
若
き
起
業

家
精
神
を
育
む
彼
女
の
取
り
組

み
が
、
明
日
の
日
本
を
担
う
若

者
た
ち
の
出
番
を
後
押
し
す
る

日
は
遠
く
は
な
さ
そ
う
だ
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
・
植

山
慎
太
郎
）

　

サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
カ
ミ
は
ア
マ

テ
ラ
ス
の
孫
・
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ

ト
が
国
の
統
治
の
た
め
に
天
孫

降
臨
を
し
た
際
の
道
案
内
を
し

た
神
と
し
て
登
場
す
る
だ
け
で

な
く
、
伊
勢
神
宮
の
誕
生
に
関

わ
る
重
要
な
役
割
り
を
は
た
し

て
い
る
。『
神
社
名
鑑
』
に
よ

る
と
、
そ
の
由
緒
沿
革
は
、
垂

仁
天
皇
の
御
代
皇
女
ヤ
マ
ト

ヒ
メ(

倭
姫
命)

が
神
宮
鎮
祭

の
地
を
求
め
て
巡
歴
さ
れ
た
と

き
、
サ
ル
タ
ヒ
コ
の
裔(

あ
と

つ
ぎ)

、
オ
オ
タ
ノ
ミ
コ
ト(

大
田
命)

が
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
を
迎

え
五
十
鈴
川
上
の
霊
域
を
献
り

伊
勢
神
宮
の
創
建
と
な
っ
た
の

だ
。
大
田
命
の
裔
は
ウ
ジ
ノ
ツ

チ
ギ
ミ(

宇
治
土
公)

と
い
い
、

玉
串
大
内
人
に
任
ぜ
ら
れ
累
代

奉
仕
し
当
社
を
奉
祀
す
る
。
地

祭
・
建
築
・
方
除
、
み
ち
び
き

の
大
神
と
し
て
全
国
に
崇
敬
者

が
あ
り
広
く
信
仰
を
集
め
て
い

る
そ
の
祖
神
が
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ

カ
ミ
だ
。当
時
そ
の
猿
田
族
は
、

阿
佐
加
の
嶺
を
拠
点
と
し
て
一

大
勢
力
を
と
も
な
い
大
和
朝
廷

軍
の
進
路
を
阻
ん
だ
。
宇
佐
家

(

九
州
の
宇
佐
神
宮)

伝
承
に

よ
る
と
、
そ
れ
は
サ
ル
タ
ヒ
コ

と
い
う
陽
性
の
太
陽
神
と
、
陰

性
の
太
陽
神
で
あ
る
ア
マ
テ
ラ

ス
と
の
対
決
で
あ
っ
た
と
い

う
。
朝
廷
軍
は
こ
れ
を
突
破
す

る
に
は
武
力
だ
け
で
は
困
難
な

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、

武
将
の
オ
オ
ワ
カ
コ
ノ
ミ
コ
ト

(

大
若
子
命)

を
大
和
に
派
遣

し
て
天
皇
に
状
況
を
上
申
し
、

相
手
に
贈
賄
手
段
を
用
い
て
服

従
さ
せ
る
こ
と
を
企
て
た
。
こ

の
計
略
は
成
功
し
、
ヤ
マ
ト
ヒ

メ
ノ
ミ
コ
ト
は
伊
勢
国
入
り
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
こ
の
阿
佐
加
の

猿
田
族
は
伊
勢
国
全
土
で
古
く

か
ら
栄
え
た
強
力
な
部
族
で
前

期
古
墳
と
呼
ば
れ
る
３
世
紀
末

か
ら
４
世
紀
に
至
る
こ
ろ
の
も

の
が
他
の
地
域
を
断
然
ぬ
い
て

存
在
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
「
荒
ぶ
る
神
」

も
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト

の
セ
ク
シ
ー
な
媚
態
に
参
っ
て

し
ま
い
「
ま
つ
ろ
え
る
神
」
と

し
て
南
方
系
天
孫
族
の
ニ
ギ
ハ

ヤ
ギ
に
帰
順
し
大
和
入
り(
天

孫
降
臨)

の
道
案
内
を
つ
と
め

た
。
そ
し
て
天
津
神
ウ
ズ
メ
と

国
津
神
サ
ル
タ
ヒ
コ
に
よ
る
種

族
を
超
越
し
た
結
婚
に
ま
で
至

る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
長
続

き
す
る
こ
と
な
く
そ
の
幕
は
早

く
降
り
る
。
古
事
記
に
よ
る
と

皮
肉
に
も
サ
ル
タ
ヒ
コ
が
海
で

漁
を
し
て
い
る
際
に
命
を
落
と

し
た
と
の
こ
と
。
現
在
、
そ
の

サ
ル
タ
ヒ
コ
の
総
本
社
と
さ
れ

る
伊
勢
国
一
宮
の
椿
大
神
社(

全
国
で
２
０
０
０
社
を
超
え
る

)

は
『
延
喜
式
』
で
小
社
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
阿
射
加
神
社
が

本
来
の
総
本
社
と
言
え
る
。

　

さ
て
、(

株)

ク
ロ
ス
フ
ォ

ー
か
ら
猨
田
彦
神
の
道
開
き
の

神
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
ペ
ン
ダ
ン
ト(

裏
面
は
厄
除

け
の
猪
の
目)

に
な
っ
て
い
る

導(M
ICHISHIRUBE)

が
で

た
。

津
延
美
衣（
つ

の
べ
み
え
）

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　ペン
ダント導（MICHISHIRUBE)

明
日
の
若
き
起
業
家
を
育
て
る

ビノベイティブ代表

西本会里子 さん

70

山
梨
と
宝
石
「
日
本
の
神
々

『
猿
田
彦
神
』
２
」
43

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://mijikan.blogspot.com/
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海
外
子
女
・
帰
国
子
女
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
公
益
財
団
法

人
の
海
外
子
女
教
育
振
興
財

団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
は
、
日
本
全

国
の
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の

帰
国
子
女
受
け
入
れ
校
を
可
能

な
限
り
網
羅
し
た
入
学
・
編
入

学
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

「
帰
国
子

女
の
た
め
の
学
校
便
覧
」
の

２
０
２
４
年
度
版
を
発
刊
し

た
。
同
書
は
こ
の
24
年
度
版
で

「
52
冊
目
」
の
発
行
と
な
る
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、

小
・
中
・
高
お
よ
び
大
学
・
短
大
・

教
育
委
員
会
な
ど
約
１
４
０
０

校
の
団
体
を
掲
載
。
各
学
校
の

入
学
・
編
入
学
資
格
、
条
件
や

入
試
日
程
、
選
考
方
法
、
受
入

後
の
指
導
内
容
の
概
要
を
紹
介

し
て
い
る
。
24
年
度
版
で
は
、

公
立
校
の
情
報
や
新
掲
載
の
学

校
・
教
育
委
員
会
を
多
数
追
加

し
資
料
を
さ
ら
に
充
実
。ま
た
、

寮
の
あ
る
学
校
や
高
校
３
年
生

で
編
入
可
能
な
学
校
の
一
覧
な

ど
も
掲
載
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
帰
国
子

女
受
入
校
検
索
」
と
も
連
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
条
件
を
指
定

し
、
全
国
の
帰
国
子
女
受
入
校

を
簡
単
に
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

価
格
は
税
込
み
３
９
６
０

円
（
維
持
会
員
割
引
価
格

３
４
１
０
円
）
で
、
別
途
送
料

が
か
か
る
。
申
し
込
み
と
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.joes.or.jp/publish/
detail/binran2024 

を
参
照

す
る
。 

Ａ
５
判
７
３
６
ペ
ー

ジ
、
書
籍
コ
ー
ドISBN 978-

4-902799-50-7

帰
国
子
女
の
た
め
の
学
校
便
覧

２
０
２
４
年
度
版
が
発
売
開
始

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
小

学
部
と
中
学
部
は
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
行
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
作
ら
れ
た
特
設
コ
ー
ス
を
、

１
・
２
年
生
は
４
周
、
３
・
４
年

生
は
６
周
、
５
・
６
年
生
は
８

周
、
中
学
生
は
10
週
走
る
。
数

週
間
前
か
ら
練
習
を
重
ね
、
運

動
量
が
少
な
く
な
り
が
ち
な
こ

れ
か
ら
の
季
節
に
向
け
て
、
体

力
を
つ
け
る
ね
ら
い
も
あ
る
。

大
会
当
日
は
多
く
の
保
護
者
が

子
供
た
ち
を
応
援
し
た
。

　

保
護
者
と
教
師
が
見
守
る

中
、
秋
晴
れ
の
最
高
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
レ
ー
ス
が
始
ま
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
の
力
走
で
コ

ー
ス
は
熱
気
に
包
ま
れ
、
開
始

直
後
短
距
離
走
の
よ
う
に
全
力

疾
走
で
走
り
ぬ
け
る
子
や
ゴ
ー

ル
前
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
も
見
ら

れ
た
。
中
学
生
の
圧
巻
の
走
り

を
応
援
し
て
い
た
小
学
生
も
興

奮
し
、
大
声
援
と
共
に
大
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。
完
走
し
た

子
ど
も
た
ち
は
「
応
援
の
な
か

で
走
る
の
が
楽
し
か
っ
た
」「
去

年
は
最
下
位
だ
っ
た
け
れ
ど
、

今
年
は
優
勝
で
き
た
」
な
ど
喜

び
を
話
し
た
。

育
英
学
園

マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
初
等

部
３
年
生
が
10
月
23
日
、
グ
リ

ニ
ッ
チ
の
消
防
署
と
警
察
署
を

訪
れ
た
。
消
防
署
で
は
、
消
防

隊
員
か
ら
火
事
が
起
き
た
際
の

対
応
や
消
防
の
仕
事
に
つ
い
て

話
を
聞
い
た
。
迅
速
に
防
護
服

に
着
替
え
る
様
子
を
見
た
り
、

全
員
が
放
水
体
験
を
行
う
こ
と

で
、
改
め
て
隊
員
た
ち
の
防
火

へ
の
取
組
の
苦
労
と
責
任
感
の

強
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

警
察
署
で
は
パ
ト
カ
ー
だ
け

で
な
く
、
自
転
車
、
護
送
車
、

特
別
車
両
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

警
察
車
両
を
見
学
し
た
。
通
信

指
令
室
を
見
学
し
た
際
に
は

「
教
科
書
で
学
習
し
た
日
本
の

も
の
と
似
て
い
る
ね
」
と
嬉
し

そ
う
に
話
し
合
う
姿
が
見
ら
れ

た
。
普
段
は
あ
ま
り
身
近
で
は

な
い
警
察
と
消
防
で
あ
る
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
今
回
出

会
っ
た
人
々
の
お
か
げ
で
私
た

ち
の
安
全
な
く
ら
し
が
あ
る
こ

と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
社

会
科
移
動
教
室
と
な
っ
た
。

消防署と
警察署訪問
NY日本人学校の初等部

社
会
科
移
動
教
室
で

グ
リ
ニ
ッ
チ
の
警
察
署
（
写
真

上
）
と
消
防
署
を
社
会
科
移
動

教
室
で
見
学
す
る
Ｎ
Ｙ
日
本
人

学
校
の
児
童
た
ち

https://www.interschool-jp.com/
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://ymcatfv.org/
https://www.joes.or.jp/publish/detail/binran2024
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慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
（
高
等
部
）
は
10
月
13
日
、

秋
晴
れ
の
中
で
運
動
会
を
開
催

し
た
。
同
学
院
は
年
２
回
運
動

会
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
は

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど

の
球
技
で
得
点
を
競
い
、
今
年

度
は
12
年
生
と
９
年
生
か
ら
な

る
「
青
混
合
チ
ー
ム
」（
青
組
）

が
優
勝
し
た
。
最
後
に
は
保
護

者
会
か
ら
の
差
し
入
れ
の
ジ
ェ

ラ
ー
ト
が
振
る
舞
わ
れ
秋
の
楽

し
い
一
日
を
締
め
く
く
っ
た
。

慶
應
Ｎ
Ｙ
学
院
で
運
動
会

今
回
は
青
組
が
優
勝

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
の
中

等
部
生
28
人
は
10
月
26
日
、
東

京
海
上
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を

務
め
る
魚
返
大
輔
氏
を
講
師
に

迎
え
「
輝
か
し
い
未
来
の
た
め

に
〜“

未
来
の
自
分
の
声”

に

耳
を
傾
け
よ
う
〜
」
と
題
し
た

講
義
に
参
加
し
た
。

　

自
身
の
経
験
を
交
え
な
が

ら
、
キ
ャ
リ
ア
選
択
（
進
学
先

や
仕
事
選
び
）
を
行
う
上
で
大

切
に
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人

材
、
社
会
人
に
な
る
ま
で
に
今

か
ら
す
べ
き
こ
と
等
に
つ
い
て

大
変
分
か
り
や
す
い
内
容
で
あ

っ
た
。「
自
分
を
知
る
と
い
う

こ
と
の
大
切
さ
に
気
が
付
き
ま

し
た
。
自
分
の
人
生
は
自
分
の

も
の
、
だ
か
ら
こ
そ
人
生
の
価

値
は
相
対
的
で
は
な
い
し
絶
対

に
自
分
で
決
め
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
自
分
が
何
を
し

て
幸
せ
な
の
か
、
達
成
感
を
感

じ
る
の
か
、
日
々
こ
の
こ
と
を

胸
に
、
常
に
考
え
な
が
ら
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
い
う
生
徒
の
感
想
に
も

あ
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
さ
ま
ざ

ま
な
示
唆
を
与
え
、
無
限
の
可

能
性
を
信
じ
さ
せ
る
講
演
会
で

あ
っ
た
。

キャリア教育講演会
NJ日本人学校で

東京海上アメリカの魚返CEO

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
（
ウ

エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ホ
ワ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
ズ
）
は
２
日
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
と

し
てCongregation Kol Ami 

Food Pantry

の
活
動
に
全
園

児
と
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
た
。

　

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
で
は
、

ベ
ビ
ー
用
品
や
缶
詰
な
ど
の
食

料
品
を
必
要
と
し
て
い
る
近
隣

の
家
庭
に
無
償
で
提
供
・
配
布

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
長

く
行
っ
て
い
る
。
園
で
は
寄
付

を
募
る
箱
に
子
ど
も
た
ち
が
家

庭
か
ら
持
参
し
た
物
を
入
れ
た

り
、
品
物
を
入
れ
る
紙
袋
に
絵

を
描
い
た
り
し
て
準
備
か
ら
携

わ
っ
た
。
当
日
は
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
活
動

主
旨
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
子

ど
も
た
ち
は
自
分
で
飾
り
付
け

た
袋
を
片
手
に
品
物
を
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
詰
め
た
。
ま
た
園

と
家
庭
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
品
物
も
寄
付
し
た
。
家

か
ら
持
っ
て
き
た
品
物
を
寄
付

箱
に
入
れ
る
際
「
こ
の
缶
詰
、

自
分
で
選
ん
だ
ん
だ
よ
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
、
こ
ど
も
達
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員
と
し

て
の
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け

に
な
る
活
動
に
な
っ
た
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
や

誰
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

知
る
こ
と
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
興
味
関
心
に
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
同
園
で

は
期
待
し
て
い
る
。
最
後
は
品

物
が
詰
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
寄

付
袋
の
前
で
全
員
で
記
念
撮
影

し
た
。

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ハ

リ
ソ
ン
の
日
系
食
料
品
店
「
お

い
し
ん
ぼ
」
裏
の
駐
車
場
で

５
日
、
子
供
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
「
空
手
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
開

催
さ
れ
た
。
主
催
し
た
の
は
マ

マ
ロ
ネ
ッ
ク
に
あ
る
精
進
カ
ラ

テ
（
宮
下
隆
雄
代
表
）
で
、
地

元
の
子
供
た
ち
に
空
手
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
技
術
的
な

面
だ
け
で
な
く
礼
節
、
尊
敬
、

感
謝
、
忍
耐
な
ど
精
神
面
も
身

に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
開
い

た
も
の
。
指
導
し
た
宮
下
さ
ん

は
、
１
９
７
８
年
に
東
京
池
袋

の
極
真
会
館
総
本
部
道
場
に
入

門
。
大
山
倍
達
の
元
で
空
手
を

学
び
、
米
国
で
は
極
真
会
館
Ｎ

Ｙ
道
場
で
20
年
以
上
指
導
員
と

し
て
活
躍
、
昨
年
独
立
し
て
自

分
の
道
場
を
開
設
し
た
。

　

当
日
は
同
道
場
生
徒
に
よ
る

演
武
が
披
露
さ
れ
た
後
、
ゲ
ー

ム
式
の
運
動
で
地
元
の
日
米
の

子
供
た
ち
が
楽
し
く
参
加
し
て

空
手
を
体
験
、
恐
竜
の
絵
が
つ

い
た
直
立
式
の
サ
ン
ド
バ
ッ
ク

と
熱
心
に
戦
っ
て
い
た
。

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で

キ
ッ
ズ
空
手
教
室
楽
し
む

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

寄
付
活
動
に
参
加

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
10

月
31
日
、
Ｐ
Ｔ
Ｏ
主
催
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
を
し
た

児
童
生
徒
が
一
堂
に
会
し
、
Ｐ

Ｔ
Ｏ
役
員
か
ら
お
菓
子
を
受
け

取
っ
た
。
会
場
に
は
「
ト
リ
ッ

ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
と
元

気
な
声
が
響
い
て
い
た
。

　

Ｎ
Ｊ
校
の
学
校
目
標
の
一
つ

「
ア
メ
リ
カ
社
会
を
理
解
し
よ

う
」
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
。

朝
、
教
職
員
が
仮
装
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
出
迎
え
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る
。
バ
ス
か
ら
は
人
気

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
魔
女
と
い

っ
た
定
番
の
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
子
ど
も
た
ち
が
次
々
と
降
り

て
き
て
、
学
校
は
一
気
に
楽
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
一
日

仮
装
の
ま
ま
過
ご
す
た
め
、
人

気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
魔
女
が

真
剣
な
表
情
で
授
業
を
受
け
る

姿
は
微
笑
ま
し
か
っ
た
。

ハロウィン楽しむ

NJ日本人学校
PTO主催で

https://japaneseschool.org
https://satoricollegeplanning.com/
https://miray109.com/
http://www.jwsny.org
tel:2014616502
https://jp.lyceumkennedy.org/
http://www.betteratmath.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
（
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　

植
田　

理
紗
子

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

　
　
　
　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
中
２

倉
本　

エ
リ
ノ
ア

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
２ベ

ア　

拓
海　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
５

甲
斐　

匠

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
３

富
士
ま
り
さ

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
６

山
田　

奈
　々

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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https://www.kokinshodo.com/
https://starchildny.com/
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
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す
。
も
う
慣
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
最
初
の
こ
ろ
は
テ

レ
ビ
や
本
で
し
か
見
た
こ
と

の
な
い
よ
う
な
絵
面
が
広
が

っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。

　

次
に
、
日
本
と
の
違
い
で

す
。
日
本
で
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
外
出
で
き
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
公
園
で
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
治
安
の
問
題
か
ら

州
の
条
例
に
よ
っ
て
十
三
歳

以
下
は
大
人
と
一
緒
で
は
な

い
と
外
出
も
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
も
来
た
ば
か
り
の

十
三
歳
の
と
き
は
外
で
遊
べ

な
く
、
少
し
太
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
で
は
た
ま
に

散
歩
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
食
品
も
ア
メ

リ
カ
独
特
の
物
が
多
く
、
日

本
と
比
べ
て
全
体
的
に
カ
ロ

リ
ー
が
高
め
で
す
。
そ
の
た

め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
外
食
す

る
と
き
も
一
つ
で
満
足
す
る

た
め
値
段
も
安
く
済
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

日
本
で
は
韓
国
料
理
店
や
中

華
料
理
店
が
多
か
っ
た
も
の

の
、
ア
メ
リ
カ
で
は
キ
ュ
ー

バ
料
理
か
ら
イ
タ
リ
ア
料
理

ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
多
様
性

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
の
雄

大
な
自
然
に
つ
い
て
で
す
。

太
平
洋
の
ビ
ー
チ
、
ロ
ッ
キ

ー
山
脈
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
が

流
れ
る
平
野
、
南
部
の
大
規

模
な
農
業
、
畜
産
地
帯
…
ア

メ
リ
カ
に
は
様
々
な
自
然
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
ア

　

僕
は
二
千
二
十
二
年
の
四

月
、
ア
メ
リ
カ
へ
や
っ
て
き

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
生
活
も

も
う
一
年
半
。
僕
は
全
米
の

様
々
な
場
所
へ
行
き
ま
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
、
フ
ロ
リ
ダ
…
こ
う
し

た
ア
メ
リ
カ
生
活
も
最
初
日

本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
戸
惑
い

な
が
ら
来
た
と
き
に
比
べ
て

断
然
慣
れ
ま
し
た
。
そ
う
し

た
ア
メ
リ
カ
生
活
も
も
う
す

ぐ
で
二
年
で
す
。
僕
の
人
生

の
な
ん
と
約
七
分
の
一
を
こ

こ
ア
メ
リ
カ
の
土
地
で
過
ご

し
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
よ

う
な
経
験
か
ら
僕
は
ア
メ
リ

カ
生
活
で
思
う
こ
と
、
日
本

と
の
違
い
、
雄
大
な
自
然
環

境
な
ど
に
触
れ
て
書
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
僕
が
ア

メ
リ
カ
生
活
で
思
う
こ
と
に

つ
い
て
で
す
。
僕
が
今
住
ん

で
い
る
地
域
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
の
北
西
部
で
す
。

窓
か
ら
は
ま
る
で
当
た
り
前

の
よ
う
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

町
並
み
と
ハ
ド
ソ
ン
川
が
見

え
、
近
所
に
は
日
本
で
見
た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
マ
ル
チ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
か
く
い
う

僕
も
マ
ル
チ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ

ウ
ス
に
住
ん
で
い
ま
す
。
日

本
で
は
基
本
一
世
帯
一
不
動

産
が
基
本
で
す
が
、
マ
ル
チ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
で
は
二

〜
四
世
帯
が
一
緒
の
不
動
産

に
住
ん
で
い
ま
す
。
庭
も
一

つ
に
な
っ
て
お
り
、
最
初
は

騒
音
問
題
な
ど
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
案
外

大
丈
夫
で
し
た
。
ま
た
、
当

然
で
す
が
表
記
も
す
べ
て
英

語
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
英

語
力
が
無
け
れ
ば
生
活
で
き

ま
せ
ん
。
僕
の
場
合
は
大
丈

夫
で
し
た
が
、
日
本
か
ら
い

き
な
り
転
校
し
て
き
た
よ
う

な
人
は
大
変
そ
う
で
し
た
。

ま
た
、
僕
の
住
ん
で
い
る
地

域
で
は
す
ぐ
ハ
ド
ソ
ン
川
沿

い
に
歩
き
に
い
け
ば
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
町
並
み
が
見
え

ま
す
。
あ
れ
ほ
ど
あ
る
の
か

ど
う
か
す
ら
わ
か
ら
な
い
ほ

ど
に
遠
く
に
あ
る
夢
の
土
地

が
す
ぐ
歩
け
ば
見
え
る
の
で

「
ア
メ
リ
カ
生
活
で

　
　
　
　

今
思
う
こ
と
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
原　

健
太

　

お
よ
そ
一
ヶ
月
前
、
僕
は

現
地
校
で
六
年
生
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
六
年
生
で
は

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

そ
し
て
中
国
語
を
学
べ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
僕
は
フ

ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

先
週
の
木
曜
日
、
僕
は
フ

ラ
ン
ス
語
の
テ
ス
ト
を
初
め

て
受
け
ま
し
た
。
テ
ス
ト
の

内
容
は
簡
単
で
し
た
。
フ
ラ

ン
ス
語
で
の
あ
い
さ
つ
の
仕

方
や
質
問
の
仕
方
な
ど
の
テ

ス
ト
で
し
た
。
テ
ス
ト
中
は

テ
ス
ト
だ
け
に
集
中
し
て
い

て
、
エ
ア
コ
ン
の
音
す
ら
聞

こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
二
日
後
、
テ
ス
ト

が
返
っ
て
き
て
百
点
の
文
字

を
見
た
瞬
間
に
う
れ
し
く
な

り
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し

て
い
つ
も
の
テ
ス
ト
よ
り
嬉

し
か
っ
た
の
は
多
分
、
い
つ

も
よ
り
も
頑
張
っ
て
勉
強
し

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
テ
ス
ト
の
お
か
げ
で
僕
は

ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
い
つ
か
フ
ラ
ン

ス
に
行
っ
て
見
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
２
年
）

「ランドセルは海を超えて　　　
を読んで」
　　　　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４
　　　　　　　　　　　　　　　ドイツ　陽希

◆ 第 20 回言葉の泉 ◆
年間大賞候補作品発表

昨年11月から本年10月28日号までに掲載された作文194点から年
間大賞第一次審査通過作品として以下の16作品が選ばれました。これ
より特別審査員５名による第二次審査が行われ、最優秀賞、第一席、
第二席、第三席、佳作２点を選出します。入賞作品は 2024 年新年号
にて発表します。
1.　「えがおで見てもらえたお手玉はっぴょう」ニュージャージー日本人学校小１　齋藤小春
2.　「たからものの十分」ニューヨーク育英学園小２　つし馬しほ
3.　「大切な命」ニューヨーク補習授業校小３　真鍋和也
4.　「ぼくが大人になったら」ピッツバーグ日本語補習校小４　相原裕心
5.　「この世界が平等になること」中部テネシー日本語補習校小５　光本航太郎
6.　「もぐもぐ野菜」ニュージャージー補習授業校小５　佐々木怜
7.　「戦争はしちゃいけない」ニューヨーク補習授業校小６　槇原海
8.　「10 年後のぼくへ」ニュージャージー補習授業校小６　増渕怜央
9.　「まほうのことば」シンシナティ日本語補習校小６　末松悠生
10.　「幸せを感じる瞬間」ニューヨーク育英学園中１　砂川大智
11.　「夢に向かって」ニュージャージー補習授業中１　シャープ真理
12.　「自由とは」ニューヨーク日本人学校中２　新優人
13.　「日本の社会科教育への提案」プリンストン日本語学校中２　鈴木啓太
14.　「私たちが出来ること」ニューヨーク日本人学校中３　小高莉子
15.　「日本がポツダム宣言を受諾しなかった理由」プリンストン日本語学校中３　高山英士
16.　「よっちゃん」ニューヨーク補習授業校高１　北川茂那
＊学校、学年は作文執筆時のものです。

「
フ
ラ
ン
ス
語
の

テ
ス
ト
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　
　
　

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
P
W
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
羽　

航

メ
リ
カ
に
い
る
間
ロ
ッ
キ
ー

山
脈
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ

キ
ー
、
そ
し
て
フ
ロ
リ
ダ
の

自
然
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ロ
ッ
キ
ー
山
脈

で
は
本
当
に
そ
こ
に
平
野
が

あ
っ
た
の
か
疑
う
ほ
ど
地
面

が
削
れ
て
お
り
、
上
か
ら
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
見
た
と
き
は

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
で
は

夏
に
行
っ
た
の
に
だ
い
ぶ
寒

く
、
池
に
手
を
入
れ
る
と
感

覚
が
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

寒
く
て
ま
だ
凍
っ
て
い
た
氷

河
の
上
を
歩
く
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。
フ
ロ
リ
ダ
で
は
冬

に
行
っ
た
も
の
の
暖
か
く
、

プ
ー
ル
に
さ
え
入
れ
る
ほ
ど

で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
北
か

ら
南
ま
で
様
々
な
気
候
が
あ

り
、
温
か
い
と
こ
ろ
か
ら
寒

い
と
こ
ろ
ま
で
雄
大
な
自
然

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
し
森
の
方
に
行
っ
た
だ
け

で
も
シ
カ
や
ウ
サ
ギ
が
見
え
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
さ
え

コ
ウ
モ
リ
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
と
て
も
四
年
だ
け

で
は
堪
能
で
き
な
い
ほ
ど
の

自
然
が
あ
り
ま
す
。
今
度
、

僕
は
太
平
洋
沿
岸
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
に
行
く
予
定
で
す
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
は
ヨ
セ

ミ
テ
国
立
公
園
な
ど
の
太
平

洋
と
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
が
組
み

合
わ
さ
っ
た
自
然
が
あ
り
ま

す
。
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
僕
が
こ
れ
ま

で
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
ど
の

国
と
も
違
う
環
境
で
あ
り
、

受
験
で
日
本
に
帰
る
そ
の
時

ま
で
こ
こ
ア
メ
リ
カ
で
の
生

活
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

　
　

  　
（
滞
米
１
年
５
か
月
）

 

「
学
校
に
行
く
こ
と
は
す
ご
い

こ
と
だ
。」
こ
れ
は
僕
が
こ
の

本
を
最
初
に
読
ん
だ
時
の
印

象
で
す
。
こ
の
話
は
カ
メ
ラ

マ
ン
の
内
堀
タ
ケ
シ
さ
ん
が

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
行
っ
て
、

も
う
日
本
で
は
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
お
く

る
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
は

な
し
で
す
。

　

一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
戦
争

の
た
め
子
ど
も
た
ち
も
大
人

と
同
じ
く
ら
い
大
切
な
働
き

手
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
商
売

や
農
業
の
手
伝
い
は
も
ち
ろ

ん
、
水
く
み
、
家
ち
く
の
世
話
、

す
い
じ
せ
ん
た
く
、
弟
や
妹

の
世
話
な
ど
色
々
な
仕
事
を

こ
な
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
が

家
で
し
て
い
る
仕
事
は
犬
の

世
話
と
食
器
運
び
で
す
。「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
は
、
ま

る
で
大
人
の
よ
う
に
よ
く
働

く
な
あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
心
に

残
っ
た
こ
と
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
整
備
さ
れ
た
学

校
が
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
教
科
書

も
ノ
ー
ト
も
校
し
ゃ
も
つ
く

え
も
、
当
た
り
前
に
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
面

に
す
わ
っ
て
勉
強
を
す
る
学

校
が
多
く
、
小
さ
な
黒
板
だ

け
が
学
校
の
印
だ
そ
う
で
す
。

僕
は
、
そ
れ
を
知
っ
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て

か
と
い
う
と
、
ぼ
く
の
学
校

と
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う
か
ら
で

す
。
僕
の
学
校
に
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
や
体
育
館
も
あ
り

ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

子
は
、
何
も
な
く
て
も
勉
強

に
集
中
で
き
る
の
が
す
ご
い

と
思
い
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
長

く
戦
争
じ
ょ
う
た
い
が
つ
づ

い
て
い
て
、
子
ど
も
が
み
ん

な
学
校
に
行
け
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
学
校
に
行
く
こ
と
は

当
た
り
前
で
は
な
い
け
れ
ど
、

学
校
に
行
け
て
、
ぼ
く
は
幸

運
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
学
校
に
行
け
る
こ
と

に
感
し
ゃ
し
て
、
生
活
し
た

い
で
す
。

　
　
　
　
　

  （
米
国
生
ま
れ
）

http://www.newjersryjapaneseschool.org
http://www.kodomony.org
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最
近
人
気
が
高
い
ハ
リ
ソ
ン
の
賃
貸
住
宅

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ハ
リ
ソ
ン
は
最
近
、
人
気
が
あ

る
。
駅
前
に
で
き
た
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
前
で
井
戸
端
会
議
を

す
る
若
い
人
た
ち
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
通
勤
が
便
利
で
安
全
、
郊
外
の
雰
囲
気
も

満
喫
で
き
て
建
築
間
も
な
い
賃
貸
住
宅
が
多
い
の
も
、
お
そ

ら
く
人
気
の
理
由
な
の
だ
ろ
う
。

　

写
真
の
部
屋
は
、

築
２
年
目
の
ハ
イ
ク

オ
リ
テ
ィ
の
タ
ウ
ン

ハ
ウ
ス
型
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
住
宅
。
室
内

は
、
高
級
仕
様
が
至

る
所
に
見
ら
れ
、
断

熱
や
防
音
の
対
策
も

最
高
の
良
質
物
件
。

玄
関
を
入
る
と
リ
ビ

ン
グ
ル
ー
ム
。
雰
囲

気
抜
群
で
、
手
入
れ

が
い
ら
な
い
ガ
ス
式

暖
炉
が
こ
れ
か
ら
の

季
節
に
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
く
れ
る
。

　

来
客
用
の
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
通
り
過
ぎ
、
廊
下
を
進
む

と
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
か
ら
ダ
イ
ニ
ン
グ
エ
リ
ア
。
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
ド
ア
か
ら
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
出
る
こ
と
が
出
来

る
。　

二
階
に
は
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が
三
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ォ

ー
ク
イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
や
ダ
ブ
ル
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
が
あ
り

収
納
力
も
十
分
。
バ
ス
ル
ー
ム
は
二
階
に
も
二
か
所
。
合
計

三
か
所
の
フ
ル
バ
ス
が
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
築
浅
物
件

を
探
し
て
い
る
人
に
は
新
鮮
な
住
居
だ
ろ
う
。
家
賃
は
月
額

７
０
０
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ル　

samkobata@shoenrealty.com 

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

　

ア
メ
リ
カ
連
邦
準
備
制
度
理

事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
イ
ン
フ
レ

抑
制
を
掲
げ
た
金
利
引
き
上
げ

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
２
０
２
１
年
８
月
に
２
・
77

％
だ
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
は

23
年
10
月
に
は
７
・
79
％
に
ま

で
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
の
高
騰

し
た
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
は
現

在
の
賃
貸
住
宅
の
レ
ン
ト
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
北
部
で

は
コ
ロ
ナ
渦
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

か
ら
の
移
住
者
、
リ
モ
ー
ト
・

ワ
ー
ク
の
影
響
で
住
宅
需
要
が

増
加
し
、
賃
貸
物
件
の
賃
料
が

著
し
く
上
昇
し
ま
し
た
。
20
年

〜
22
年
の
間
に
賃
貸
ア
パ
ー
ト

の
賃
料
は
約
20
％
上
昇
。
23
年

第
四
半
期
に
入
っ
て
も
昨
年
同

時
期
比
３
・
６
％
上
昇
。
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
北
部
、
な
か
で
も

特
に
駐
在
員
に
人
気
の
川
沿
い

エ
リ
ア
で
は
９
・
６
％
の
上
昇

率
を
み
せ
て
い
ま
す
。 

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
北
部
は

も
と
も
と
賃
貸
物
件
の
供
給
が

需
要
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
賃
貸
物
件

比
率
は
約
70
％
で
あ
る
の
に
対

し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
賃

貸
物
件
比
率
は
約
37
％
。
さ
ら

に
金
利
上
昇
に
よ
っ
て
以
下
の

よ
う
な
理
由
か
ら
住
替
、売
買
、

投
資
活
動
が
減
速
し
、
賃
貸
物

件
供
給
不
足
に
追
い
打
ち
を
か

け
て
い
ま
す
。 

（
１
） 

賃
貸
ア
パ
ー
ト
に
住
ん

で
い
る
世
帯
が
一
軒
家
購
入
を

検
討
し
て
い
た
が
、
住
宅
ロ
ー

ン
金
利
高
騰
で
買
い
控
え
。 

（
２
）
２
０
２
１
年
前
に
住
宅

ロ
ー
ン
金
利
２
％
代
で
物
件
購

入
し
て
い
た
世
帯
に
家
族
が
増

え
（
出
産
な
ど
）
一
軒
家
購
入

を
検
討
し
た
い
が
、
住
宅
ロ
ー

ン
金
利
高
騰
で
買
い
控
え
。 

（
３
）
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
建
築
計
画
が

資
金
調
達
金
利
が
高
く
な
っ
た

こ
と
と
経
済
不
透
明
感
が
出
た

こ
と
か
ら
延
期
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
増
加
。 

　

こ
の
よ
う
に
金
利
上
昇
に
よ

り
減
速
し
た
売
買
市
場
が
さ
ら

に
賃
貸
物
件
の
供
給
不
足
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
今
後
金
利

に
変
動
が
な
い
限
り
、
賃
貸
住

宅
レ
ン
ト
の
上
昇
、
高
止
ま
り

と
い
う
環
境
が
し
ば
ら
く
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
　
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ
フ
ィ
ス
）

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
利
引
き
上
げ
と
賃
貸
住
宅
の
賃
料

　
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
12
月

３
日
︵
日
︶
午
後
0
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
15
分︵
日
本
時
間
︶

﹃
第
３
回
乳
が
ん
治
療
情
報
セ

ミ
ナ
ー
＠
ジ
ャ
パ
ン
﹄
を
開
催

す
る
。

 

今
回
は
、
無
料
で
全
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
参
加
と
な
り
日
米

ど
こ
か
ら
で
も
聴
講
が
可
能
。

講
師
は
中
村
清
吾
教
授
︵
昭
和

大
学
臨
床
ゲ
ノ
ム
研
究
所 

所

長
、同
ブ
レ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
長
︶

が
﹁
が
ん
ゲ
ノ
ム
と
乳
が
ん
治

療
　
最
新
の
ゲ
ノ
ム
を
知
り
た

い
﹂
、
大
野
真
司
院
長
︵
博
愛

会
　
鹿
児
島
相
良
病
院
院
長
・

乳
腺
外
科
医
︶
が
﹁Shared 

D
ecision M

aking: 

医
師
と

患
者
で
治
療
方
法
を
一
緒
に
決

め
よ
う
﹂、
経
験
者
ト
ー
ク
を

野
北
ま
ど
か
氏︵
乳
が
ん
経
験
、

遺
伝
子
検
査
経
験
者
︶
が
﹁
私

の
遺
伝
子
経
験
談
﹂
と
題
し
て

そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。
司
会
は

鎌
倉
湘
南
記
念
病
院
、
ブ
レ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
長
の
土
井
卓
子
医

師
。
参
加
の
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｃ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttps://bcnetw
ork.org

か
ら
。
当
日
は
吉
田
常
孝
医
師

︵
外
務
省
診
療
所
・
副
診
療
所

長
・
精
神
科
医
︶
が
挨
拶
す
る
。

乳
が
ん
予
防
の
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

12
月
３
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

mailto:commercial@redacinc.com
https://bcnetwork.org
https://bcnetwork.org
https://bcnetwork.org
mailto:samkobata@shoenrealty.com
mailto:samkobata@shoenrealty.com
mailto:samkobata@shoenrealty.com
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最終章：
これまでの要点と展望（4）

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
筆
者

が
こ
の
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
執
筆
に
至
っ
た
経
緯

は
、
い
か
に
日
本
的
な
受
け
身

の
態
度
や
発
言
し
な
い
と
い
う

行
為
が
、
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教

育
機
関
で
は
逆
効
果
の
印
象
を

招
き
、
ま
た
能
力
ま
で
マ
イ
ナ

ス
に
評
価
さ
れ
る
と
い
う
現
実

的
な
問
題
提
起
が
き
っ
か
け
で

す
。
第
一
章
で
も
述
べ
ま
し
た

が
、言
語
と
文
化
、社
会
、人
々

の
価
値
観
と
の
密
接
な
関
係
性

な
ど
、
異
な
る
社
会
に
お
け
る

実
現
象
を
よ
く
観
察
し
て
み
る

と
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
に
気
が

つ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

自
身
の
経
験
と
学
術
的
な
研
究

と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
分
析

し
、
考
察
し
、
そ
し
て
自
分
な

り
の
解
決
法
を
提
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
の
大

学
と
違
い
、高
い
点
数
を
取
り
、

良
い
論
文
を
書
い
て
も
学
業
が

成
功
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
外
に
自
律
性
や
独
創

性
、
明
確
な
意
見
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
ま
た
疑
問
が
芽
生
え

れ
ば
、
そ
れ
を
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

や
先
生
と
シ
ェ
ア
す
る
な
ど
、

授
業
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
も

社
会
性
が
求
め
ら
れ
、
ク
ラ
ス

へ
の
貢
献
度
も
高
く
評
価
さ
れ

ま
す
。
一
つ
に
は
、
ア
メ
リ
カ

と
い
う
国
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

環
境
が
、
も
と
も
と
自
由
な
発

想
を
受
け
入
れ
る
土
壌
を
基
盤

に
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
知
的
な

議
論
に
お
い
て
は
、
お
互
い
を

尊
重
し
な
が
ら
も
上
下
関
係
を

超
え
て
、
様
々
な
観
点
か
ら
の

意
見
交
換
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、

結
論
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と

に
価
値
が
置
か
れ
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
教
育
に
お
い
て
最
大
の
違

い
と
も
言
え
ま
す
が
、
個
人
の

考
え
や
主
張
は
、
目
に
見
え
る

形
、
言
語
化
し
た
形
で
明
確
に

伝
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
シ
リ

ー
ズ
の
中
心
的
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
る
「
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル
」（
明

確
か
つ
主
張
の
あ
る
自
主
的
発

言
力
）
を
身
に
つ
け
る
べ
く
、

は
大
げ
さ
な
話
で
も
な
ん
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
と
社
会
は

密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、

自
国
基
準
で
の
言
語
行
動
を
行

い
失
敗
を
招
い
て
し
ま
う
、
ま

た
日
本
で
美
徳
と
さ
れ
て
い
る

言
語
行
為
が
、
違
う
文
化
で
は

能
力
が
低
い
と
判
断
さ
れ
て
し

ま
う
現
象
を
、
き
ち
ん
と
把
握

し
学
習
す
る
べ
き
で
す
。

　

最
終
的
に
は
母
国
で
の
教
育

が
全
て
を
形
成
す
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。「
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル
」
は

本
質
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
で
す
の
で
、
本
来
国

語
に
お
い
て
伸
ば
す
べ
き
も

の
で
す
。
ま
ず
は
母
国
語
で
、 

“assertiveness”

（
主
張
を
持

つ
こ
と
） “articulateness” 

（
明
確
に
伝
え
る
こ
と
）“self-

selectiveness” 

（
自
発
的
で
あ

る
こ
と
）
の
三
要
素
を
兼
ね
備

え
たparticipation

（
発
言
参

加
）
が
で
き
る
指
導
を
小
学
校

低
学
年
か
ら
行
い
た
い
も
の
で

す
。
ま
た
「
聞
く
・
話
す
」
中

心
の
日
本
の
小
学
校
英
語
教
育

で
す
が
、「
国
際
的
」
を
謳
い

な
が
ら
も
、
実
際
の
「
英
語
圏

文
化
」
は
軽
視
し
て
い
る
学
校

は
多
い
で
す
。
し
か
し
、
言
語

習
得
＝
文
化
学
習
で
あ
り
、
そ

の
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
社

会
の
学
習
と
も
言
え
ま
す
。
例

え
ば
、
食
べ
物
や
伝
統
衣
装
等

の
象
徴
的
文
化
だ
け
で
な
く
、

考
え
方
、
価
値
観
、
行
動
の
取

り
方
な
ど
も
英
語
学
習
の
重
要

部
分
と
し
て
取
り
入
れ
る
べ
き

で
す
。
こ
の
文
化
的
価
値
観
の

違
い
が
「
言
語
に
ど
う
反
映
さ

れ
、
こ
の
背
景
で
は
ど
う
い
っ

た
言
語
行
動
を
行
う
の
か
。」

こ
う
い
っ
た
実
践
的
な
要
素
の

学
習
と
訓
練
の
必
要
性
を
強
調

し
て
、
将
来
の
英
語
教
育
の
進

化
に
期
待
し
た
い
と
考
え
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信
出
版

社
）
な
ど
。

日
本
で
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
事

項
を
訓
練
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ
で
の
駐
在
や
就
職
を

考
慮
す
る
場
合
で
も
、
よ
り
必

要
な
ス
キ
ル
と
な
り
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
で
は
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
ま
た
そ
れ
ら
が
論
理

的
に
説
明
で
き
な
け
れ
ば
、
能

力
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
と
は
見
な

さ
れ
な
い
か
ら
で
す
。
言
葉
が

で
き
て
も
、
明
確
な
発
言
を
避

け
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
は
、
異

国
に
い
な
が
ら
も
実
際
の
現
地

社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る
場
合

が
多
い
で
す
ね
。
筆
者
は
こ
の

「
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル
」
を
身
に

つ
け
る
教
育
が
、
社
会
に
出
て

か
ら
国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る

リ
ー
ダ
ー
の
人
材
を
育
成
す
る

と
い
う
、
重
要
な
可
能
性
を
持

つ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
は
12
月
５
日

（
火
）、７
日
（
木
）、８
日
（
金
）

に
オ
ン
ラ
イ
ン
国
算
教
室
の
体

験
会
を
開
催
す
る
。
対
象
は
新

小
学
１
年
生
（
現
年
長
）
か
ら

新
小
学
６
年
生
（
現
小
学
５
年

生
）
２
０
１
２
年
４
月
２
日
〜

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
。

　

体
験
会
は
５
日
（
火
）
が

午
後
４
時
か
ら
小
１
、５
時
30

分
か
ら
小
４
。
７
日
（
木
）

は
午
後
４
時
か
ら
小
２
、５

時
30
分
か
ら
小
５
。
８
日

（
金
）
は
午
後
４
時
か
ら
小

３
、５
時
30
分
か
ら
小
６
。
国

語
・
算
数
、
保
護
者
へ
の
説

明
会
が
行
わ
れ
る
。
参
加
費

無
料
。
申
し
込
み
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
７
０
７
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

onlinekokusan@gmail.com

（
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
オ
ン
ラ
イ
ン

国
算
担
当
、寺
岡
さ
ん
）
ま
で
。

Google Meet

を
使
用
し
、
申

し
込
み
後
に
ア
ド
レ
ス
が
通
知

さ
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
育
英

国
算
体
験
会
を
開
催

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
園
児
児
童
生

徒
数
１
３
０
人
）
は
４
日
、
小

学
部
第
３
〜
６
学
年
が
一
堂
に

会
し
、
秋
の
特
別
活
動
「
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
講
座
」を
実
施
し
た
。

講
師
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
で
理

科
・
社
会
専
科
教
員
で
、
自
身

で
ア
ー
ト
活
動
も
し
て
い
る
藤

原
未
佳
子
先
生
が
担
当
し
た
。

　

前
半
は
、
手
を
描
く
と
い
う

テ
ー
マ
で
開
始
し
た
。
自
分
の

手
を
な
ぞ
っ
て
描
い
て
い
る
児

童
、
手
を
宙
に
か
ざ
し
ポ
ー
ズ

を
取
っ
て
み
る
児
童
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
っ
た
。
後
半
は
、
人

物
を
テ
ー
マ
に
し
て
描
い
た
。

３
・
４
・
５
年
は
子
ど
も
達
の
中

か
ら
一
人
ず
つ
モ
デ
ル
に
な
っ

て
も
ら
い
、
６
年
生
に
は
講
師

自
ら
が
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
講

座
後
は
自
分
の
作
品
を
手
に
少

し
興
奮
気
味
だ
っ
た
子
ど
も

達
、
下
校
時
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
を
自
慢
げ
に
そ
し
て
嬉

し
そ
う
に
保
護
者
へ
見
せ
て
い

た
。

育英学園で絵画教室

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
校
長
、
新
元
良
一
）
は
10

月
28
日
、
学
年
別
３
部
構
成
の

秋
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。
実
り

の
季
節
、
農
作
物
の
収
穫
に
感

謝
す
る
お
祭
り
は
、
い
ま
の
時

期
日
本
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
が
、
同
イ
ベ
ン
ト
で
も
そ
う

し
た
伝
統
が
継
承
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
お
神
輿
。
小
中
学
生
だ

け
で
な
く
、
幼
児
も
か
つ
ぐ
経

験
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
紙

で
で
き
た
お
神
輿
が
小
さ
な
手

で
持
ち
上
げ
ら
れ
る
。
大
き
な

団
扇
を
手
に
体
育
講
師
に
よ
る

ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の

か
け
声
に
合
わ
せ
、
都
市
部
の

学
校
に
し
て
は
ゆ
っ
た
り
と
し

た
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
同
校
自
慢

の
体
育
館
を
子
ど
も
た
ち
は
練

り
歩
い
た
。

秋まつり
学年別で
リセ・ケネディ

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
mailto:info@tsutech.com
https://able-nw.com/newyork/
mailto:onlinekokusan@gmail.com
mailto:onlinekokusan@gmail.com
mailto:onlinekokusan@gmail.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
毎
年
同
じ

こ
と
を
書
い
て
い
る
気
が
し
ま

す
が
、
い
よ
い
よ
サ
ン
ク
ス
ギ

ビ
ン
グ
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
今
年
も
も
う
残

り
僅
か
、と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

筆
者
の
ス
ポ
ー
ツ
好
き
は
も
う

す
っ
か
り
お
馴
染
み
と
思
い
ま

す
が
、
Ｔ
Ｖ
で
観
る
東
海
岸
の

Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
試
合
は
観
客
の
装
い

が
す
で
に
冬
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
が

目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
こ
こ
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
は
ま
だ
ま
だ
日
中
は
半
袖
で

快
適
に
過
ご
せ
る
季
節
で
す

が
、
皆
さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
こ

の
記
事
が
出
る
週
末
は
オ
ク
ラ

ホ
マ
州
タ
ル
サ
に
て
「
タ
ル

サ
・
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
も

っ
て
ル
ー
ト
66
沿
線
で
行
わ
れ

る
年
中
行
事
は
毎
年
幕
を
閉
じ

ま
す
。
そ
う
、
ル
ー
ト
66
は
一

旦
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
間
も
各
州
か
ら
多
く

の
話
題
が
提
供
さ
れ
ま
す
の
で

是
非
来
季
の
旅
の
お
供
情
報
と

し
て
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
で
は
「
今
現
在
ル
ー
ト
66
で

は
実
際
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
？
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

時
事
的
な
話
題
を
ご
紹
介
し
て

い
く
シ
ー
ズ
ン
⑥
、
早
速
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
【
ル
ー
ト
66
】
国
立
公
園
局

ル
ー
ト
66
回
廊
保
存
プ
ロ
グ
ラ

ム
　

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
遺
産
に
お

け
る
ル
ー
ト
66
の
重
要
性
を
認

識
し
、
米
議
会
は
１
９
９
９

年
に
「
ル
ー
ト
66
回
廊
保
存

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（Route66 

Corridor Preservation 
Program

）
を
創
設
す
る
法
律

を
制
定
し
ま
し
た
。
国
立
公
園

局
が
運
営
す
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
こ
の
歴
史
的
な
ハ
イ
ウ

ェ
イ
を「
特
別
な
場
所
と
物
語
」

と
し
て
保
存
す
る
目
的
を
掲

げ
、
民
間
、
非
営
利
団
体
、
政

府
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
、

ル
ー
ト
66
保
全
の
ニ
ー
ズ
を
特

定
し
、
優
先
順
位
を
決
定
す
る

も
の
で
、
ル
ー
ト
66
に
関
連
す

る
最
も
重
要
で
代
表
的
な
史
跡

の
保
存
を
支
援
す
る
た
め
、
コ

ス
ト
シ
ェ
ア
助
成
金
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
１
年
以

来
、
路
線
全
体
で
１
０
０
以
上

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
費
用
分
担

の
補
助
金
援
助
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
先
月
末
２
０
２
３
年
の

コ
ス
ト
シ
ェ
ア
補
助
金
の
交
付

先
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
、
①
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
の
ラ
ウ
ン
ド
バ
ー
ン 

②
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア
ル
バ

カ
ー
キ
の
ア
ル
バ
カ
ー
キ
・
ネ

オ
ン 

ビ
デ
オ
シ
リ
ー
ズ 

③
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ル
ー
ト
66
申

請
の
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
リ
サ
ー

チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
2
段
階 

④
ア
リ
ゾ
ナ
州
セ
リ
グ
マ
ン
の

ノ
マ
ド
・
モ
ー
テ
ル 

⑤
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
シ
ャ
ン
ブ
レ
ス

の
ロ
ー
ド
・
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
リ

ト
リ
ー
ト
・
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、

そ
し
て
⑥
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ア
ン
ボ
イ
の
ロ
イ
ズ
・
モ
ー
テ

ル
＆
カ
フ
ェ
で
し
た
。

■
【
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
】
ロ

イ
ズ
・
モ
ー
テ
ル
＆
カ
フ
ェ
、

復
興
へ
？

　

さ
て
、
そ
の
ア
ン
ボ
イ
の
ロ

イ
ズ
・
モ
ー
テ
ル
＆
カ
フ
ェ
、

現
在
は
ガ
ソ
リ
ン
給
油
と
ち
ょ

っ
と
し
た
ス
ナ
ッ
ク
販
売
の
み

の
営
業
に
留
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
、
カ

イ
ル
・
オ
ー
ク
ラ
（
大
倉
）
氏

に
よ
れ
ば
、
来
年
中
に
は
カ
フ

ェ
だ
け
で
な
く
、
旅
行
者
が
実

際
に
宿
泊
で
き
る
コ
テ
ー
ジ
も

再
開
す
る
予
定
と
の
こ
と
で

す
。
コ
テ
ー
ジ
の
最
後
の
宿
泊

客
は
も
う
20
年
ほ
ど
前
の
こ
と

で
す
。
そ
の
敷
地
の
奥
に
は
長

い
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
モ
ー
テ

ル
の
建
物
も
あ
り
ま
す
が
、
キ

ャ
ビ
ン
は
わ
ず
か
６
棟
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
り
を

モ
ハ
ベ
砂
漠
に
囲
ま
れ
る
静
寂

の
中
、
小
さ
い
な
が
ら
も
キ
ャ

ビ
ン
で
眠
れ
る
と
い
う
の
は
、

実
に
魅
力
的
な
話
で
す
し
、
そ

こ
か
ら
最
も
近
い
レ
ス
ト
ラ
ン

が
40
マ
イ
ル
も
離
れ
て
い
る
中

で
、
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
計
り
知
れ

な
い
。
今
後
の
活
動
に
要
注
目

で
す
。

■
【
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
】Route

　

66 Explorer’s Club 

始
ま
る

　

次
世
代
の
ル
ー
ト
66
愛
好
家

育
成
？
の
た
め
、
オ
ク
ラ
ホ
マ

州
ル
ー
ト
66
協
会
は
８
歳
か
ら

18
歳
を
対
象
と
し
た
全
く
新
し

い
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
会
員

制
度
「Route 

66 Explorer’s 
Club

」
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

の
会
員
に
は
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

の
ル
ー
ト
66
を
旅
行
す
る
際
に

着
用
す
る
ボ
タ
ン
が
贈
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
り
会
員
で
あ
る
こ
と

が
識
別
さ
れ
、
特
別
な
特
典
、

割
引
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
新

し
い
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
最
も

ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
協
会
の
使

命
で
あ
る
「
保
存
」「
教
育
」

「
文
化
」「
想
像
力
」
の
４
つ
の

信
条
に
つ
な
が
る
４
つ
の
課
題

に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
点
で
す
。
各

課
題
に
つ
い
て
、
キ
ッ
ズ
は
独

自
の
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

作
成
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
完
了

す
る
と
特
製
ス
テ
ッ
カ
ー
が
贈

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
４
つ
の

課
題
を
す
べ
て
ク
リ
ア
す
る

と
、
認
定
証
と
特
別
賞
と
し
て

ル
ー
ト
66
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
の
記
念
ピ
ン
が
も
ら

え
る
わ
け
で
す
。
お
子
さ
ん
を

連
れ
て
ル
ー
ト
66
を
走
っ
て
み

た
い
！
と
い
う
読
者
の
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
み
て
は
？

　

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の

詳

細

は
、https://www.

oklahom
aroute66.com

/
explorers-club-kids/

■
【
イ
リ
ノ
イ
州
】
旧
ジ
ョ
リ

エ
ッ
ト
刑
務
所
、
国
家
歴
史
登

録
財
に
指
定
へ

　

ジ
ョ
リ
エ
ッ
ト
市
に
あ
る
旧

ジ
ョ
リ
エ
ッ
ト
刑
務
所
が
、
先

月
、
国
家
歴
史
登
録
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
先
の
回
廊

保
存
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
２
年

前
、
同
市
は
国
立
公
園
局
か
ら

３
万
５
千
ド
ル
の
助
成
金
を
受

け
、
国
家
歴
史
登
録
地
区
の
推

薦
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
国
立

歴
史
地
区
に
登
録
さ
れ
る
こ
と

は
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
の
結

果
地
域
に
よ
り
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市

の
経
済
開
発
努
力
が
支
援
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
登
録
さ
れ
る
こ

と
で
、
刑
務
所
へ
の
助
成
金

や
、
連
邦
お
よ
び
州
の
歴
史
的

税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。

か
つ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
こ
の

刑
務
所
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
53
号

線
（
別
名
旧
ル
ー
ト
66
）
に

隣
接
し
、
２
０
１
８
年
に
ツ

ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に

オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
ル
ー
ト

66
を
旅
す
る
人
々
に
人
気
の
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
何
千
人

も
の
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
刑

務
所
は
１
８
５
８
年
に
建
て
ら

れ
、
２
０
０
４
年
に
閉
鎖
し
ま

し
た
。
同
刑
務
所
は
数
多
く
の

映
画
や
テ
レ
ビ
作
品
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
１
９
８
０
年

の
「
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
」

の
冒
頭
シ
ー
ン
が
最
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
先
月
お
伝
え
し
た

「
ブ
ー
ツ
・
コ
ー
ト
の
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
が
、
街
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
メ
ー
プ

ル
リ
ー
フ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
週
末
に
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
が
無
事
ソ
フ
ト
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
！
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

は
来
春
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
の
暫
定
的
な
冬

季
営
業
時
間
は
、
月
曜
か
ら
土

曜
が
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
、
日
曜
が
午
後
１
時
か
ら

６
時
ま
で
だ
そ
う
で
す
。
冬
場

の
ミ
ズ
ー
リ
は
寒
い
で
す
が
、

も
し
行
か
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
ま
た
来
月
お
目
に

か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
６
：
回
廊
保
存
法
や
次
世
代
愛
好
家
育
成
制
度
な
ど

　

前
回
に
引
き
続
き
、
沖
縄
県

南
部
の
八
重
瀬
町
具
志
頭
に
あ

る
久
夫
美
術
館
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
同
館
は
、
今
年

１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

の
画
家
・
知
名
久
夫
さ
ん
の
個

人
美
術
館
で
す
。
主
な
テ
ー
マ

は
『
宇
宙
と
生
命
の
不
思
議
な

世
界
』
で
、
久
夫
さ
ん
が
50
年

以
上
描
き
溜
め
て
い
る
絵
画
の

他
、
恐
竜
や
架
空
の
生
き
物
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
金
属
彫
刻
、

ボ
ト
ル
、
流
木
を
使
っ
た
ア
ー

ト
作
品
な
ど
約
２
３
０
点
が
展

示
さ
れ
て
お
り
、
独
特
で
ユ
ニ

ー
ク
な
世
界
観
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
美
術
館
は
、
建
物
自
体

が
ア
ー
ト
で
、
久
夫
さ
ん
自
身

が
主
に
建
築
廃
材
な
ど
を
使
い

11
年
か
け
コ
ツ
コ
ツ
と
完
成
さ

せ
た
建
坪
50
坪
の
美
術
館
と
い

う
作
品
（
建
物
）
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。
２
０
１
１
年
か
ら
建

設
を
開
始
し
、
解
体
さ
れ
る
民

家
の
廃
材
を
も
ら
い
受
け
、
基

礎
工
事
な
ど
を
除
き
、
ほ
と

ん
ど
独
り
で
建
設
し
た
そ
う
で

す
。
建
築
に
は
鉄
く
ず
を
再
利

用
し
て
、
外
装
に
も
食
品
ト
レ

イ
な
ど
を
使
っ
た
レ
リ
ー
フ
が

施
さ
れ
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

要
素
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま

す
。
久
夫
さ
ん
が
幼
い
頃
か
ら

考
え
る
『
も
っ
た
い
な
い
』
精

神
は
作
品
に
も
大
き
く
反
映
さ

れ
て
お
り
、
廃
材
や
金
属
ス
ク

ラ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
た
作
品
も

数
多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
天

上
は
沖
縄
の
古
民
家
で
使
わ
れ

て
い
た
壁
に
装
飾
を
加
え
た

り
、
照
明
の
か
さ
に
鍋
の
ふ
た

を
使
い
、
壁
も
流
木
や
廃
材
の

寄
木
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
床

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
溝
を
作
っ

た
後
床
面
壁
画
が
施
さ
れ
、
ま

さ
に
天
上
か
ら
床
ま
で
３
６
０

度
が
ア
ー
ト
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
久
夫
さ
ん
は
、
16
歳
の
時

に
沖
展
（
毎
年
春
に
開
催
さ
れ

る
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
主
催
の
総

合
美
術
展
で
、
沖
縄
県
内
に
お

い
て
は
最
大
規
模
を
誇
る
）
で

入
選
し
、
そ
の
後
上
京
し
て
6

年
間
絵
の
修
行
を
し
た
そ
う
で

す
。
友
禅
の
反
物
に
絵
を
描
い

た
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
り

す
る
か
た
わ
ら
「
食
べ
る
た
め

に
」
建
設
現
場
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
、
溶
接
も
学
ん
だ
そ
う
で
、

そ
の
経
験
が
、
作
品
制
作
や
美

術
館
建
設
に
も
役
に
立
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

う
れ
し
い
の
は
、
寄
せ
木
で

作
っ
た
テ
ー
ブ
ル
の
あ
る
カ
フ

ェ
ス
ペ
ー
ス
も
併
設
し
て
い
る

こ
と
で
、
館
内
に
入
っ
た
瞬
間

漂
っ
て
く
る
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り

が
魅
力
的
で
す
。
久
夫
さ
ん
の

娘
さ
ん
が
給
仕
し
て
く
れ
る
こ

だ
わ
り
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
コ

ー
ヒ
ー
豆
を
使
用
し
た
自
家
焙

煎
珈
琲
や
ト
ー
ス
ト
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
り
、
値
段
は
決
し
て
高
く

な
く
、
筆
者
が
訪
問
し
た
際
も

地
元
の
方
々
が
た
く
さ
ん
訪
れ

会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

入
館
料
は
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
無
料
）
で
、
オ
ー
プ
ン

価
格
と
し
て
３
か
月
間
は
何
度

で
も
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
う
い
う
地
元
の
方

が
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
て
楽
し

め
る
個
人
美
術
館
は
、
実
に
貴

重
な
空
間
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
八
重
瀬
町
に
は
八
重

瀬
町
立
具
志
頭
歴
史
民
俗
資
料

館
が
あ
り
、
旧
石
器
時
代
を
代

表
す
る
人
骨
「
港
川
人
」
の

展
示
や
沖
縄
民
権
運
動
の
先

駆
者
で
あ
る
謝
花
昇
に
関
す
る

資
料
を
展
示
し
て
お
り
、
約

２
万
２
０
０
０
年
の
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

久夫美術館

 第 469 回

http://www.at-newyork.com/
http://kkobo.com/
https://hinomaru-limo.com/
https://www.oklahomaroute66.com/explorers-club-kids/
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 EVENT　
■メーシーズ主催「感謝祭パレード」＝
11/23　9:00 ～ 12:00　西 77 丁目のセン
トラルパークウエストをスタートし、59
丁目コロンバスサークルを左折、6番街
を南下し 34 丁目のメーシーズデパート
までパレードする。今年は日本のアニメ
「ワンピース」の主人公ルフィが初登場す
るほかピカチュウやドラゴンボールの悟
空など 22 の巨大バルーン、セサミスト
リートのキャラクターやサンタクロース
が乗った 28 のフロートが行進する。雨
天決行。テレビ中継はNBCにて放映。
詳 細 は https://www.macys.com/s/
parade/
■第 91 回ロックフェラーセンターのク
リスマスツリー点灯式＝ 11/29　20:00  
Rockefeller Center（45 Rockfeller Plaza）
11/11 に到着したツリーに約 5 万個の
LED ライトとスワロフスキーの星が飾ら
れ、この日から来年 1月上旬まで点灯す
る。米人気歌手らを司会に迎えた点灯式
セレモニーは午後 8時からNBC にて全米
に生中継される。
詳 細 は https://www.rockefellercenter.
com

CLASS/SEMINAR
■コスメプラウド 冬の美容無料セミナー
＝ 11/21  18:00  NY 日系人会（49 W 45th 
St.5F）アンチエイジングに特化した高級
基礎化粧品メーカー、コスメプラウドジャ
パンによる「美肌美人の秘訣教えます！」
と題した新製品紹介・冬の美容セミナー。
スペシャルゲストのブランディングコン
サルタント青木恵子氏による講演もある。
参加費無料。希望者は11/17までにEメー
ル info@cosmeproud.co.jpまで予約する。
■無料ウェビナー「コロナがもたらした
QOL の変化」＝ 11/18　20:00  コロナ後、
無意識に根付いたアジア人であることの
不安との対応の仕方つにてクリニカル・
サイコロジストの窪田絵理先生と話し合
う。司会はブロディー愛子さん。
詳細は https://www.fl atjp.org/　

MUSIC
■ニューヨーク混声合唱団定期演奏会＝
11/18 15:00  聖トリニティ教会（316 E 
88th St）ポピュラーソングやラテン語の
曲など、馴染みのある唱歌からクリスマ
スソングまでを披露する。午後 5時から
はレセプションも開催。入場料：$10　
詳細は https://www.nymc.net/

THEATRE/DANCE
■『えんとつ町のプペル』上映会＝
11/18   18:00   Japan Society（333 E 47th 

St.）お笑いタレントで絵本作家の西野亮
廣の絵本を映画化した作品『えんとつ町
のプペル』の上映会。第 44 回日本アカ
デミー賞優秀アニメーション作品賞。ス
ペシャルゲストとして原作・脚本・監督
を担当した西野氏を招き、上映後にディ
スカッションが行われる。入場料：一般
$25、学生・シニア $23、JS 会員 $20。
詳細は https://japansociety.org/

ART
■「SHIGETO KOYAMA CCMS experiment 
OBAKE」 ＝ 11/22 ま で　NowHere（40 
Wooster St）デザイナーのコヤマシゲト
氏と同氏が率いるクリエイティブ集団・
CCMS による作品展示会。ソニーミュー
ジックが手がけるアート・エンタテイン
メントプロジェクト始動の第一弾企画。
入場無料。11/20には会場にてトークセッ
ションも開催される。
詳細は https://linktr.ee/artentjapan
■前田正博、色絵磁器作家の回顧展「模
様と遊ぶ」＝ 12/15 まで  Joan B Mirviss 
LTD.（39 E 78th St.）現代陶芸家・前田正
博の回顧展。前田は1948年京都府生まれ。
東京藝術大学大学院生時代から色絵磁器
の制作に取り組む。前田の作風は変化し
つつも、一貫した広範囲の色やモチーフ
を利用した装飾には独特の芸術性がうか
がえる。入場無料。
詳細は https://www.mirviss.com/

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
ウ
エ
ス
ト

に
あ
る
ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
６
番
街
49

丁
目
）
で
上
演
さ
れ
る
ホ
リ
デ

ー
シ
ー
ズ
ン
の
風
物
詩
「
ク
リ

ス
マ
ス
・
ス
ペ
ク
タ
キ
ュ
ラ
ー
」

が
17
日
（
金
）
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
煌
び
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を

２
０
２
４
年
１
月
１
日
ま
で
繰

り
広
げ
る
。
１
９
３
３
年
の
初

演
以
来
続
く
ロ
ケ
ッ
ツ
の
一
糸

乱
れ
ぬ
伝
統
的
な
ラ
イ
ン
ダ
ン

ス
の
ほ
か
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

や
ト
ナ
カ
イ
、
お
も
ち
ゃ
の
兵

隊
な
ど
、
次
々
と
舞
台
シ
ー
ン

が
変
わ
り
子
供
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
。
上
演
時
間
は
90
分

（
途
中
休
憩
な
し
）。
館
内
で
は

こ
の
時
期
し
か
手
に
入
ら
な
い

公
式
グ
ッ
ズ
の
販
売
や
、
シ
ョ

ー
終
了
後
は
ロ
ケ
ッ
ツ
と
一
緒

に
写
真
を
撮
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
る
。
入
場
料
は
52
ド
ル

か
ら
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

rockettes.com/christmas/

ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル

ロ
ケ
ッ
ツ
も
公
演

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
・

バ
レ
エ
に
よ
る
「
ジ
ョ
ー
ジ
・

バ
ラ
ン
シ
ン
の
く
る
み
割
り
人

形
」
公
演
が
、
24
日
（
金
）
か

ら
12
月
31
日
（
日
）
ま
で
リ
ン

カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
ビ
ッ

ド
・
Ｈ
・
コ
ー
ク
劇
場
（
リ
ン

カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
20
番

地
）
で
上
演
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

を
彩
る
毎
年
恒
例
の
演
目
で
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
不
朽
の

名
作
。

　

Ｅ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ホ
フ
マ
ン
原

作
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
デ
ュ

マ
版
『
く
る
み
割
り
人
形
と
ね

ず
み
の
王
様
』（
１
８
１
６
年
）

に
基
づ
く
バ
ラ
ン
シ
ン
の
く
る

み
割
り
人
形
は
、
カ
ン
パ
ニ
ー

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
中
で
も
最

も
複
雑
な
バ
レ
エ
の
ひ
と
つ
。

同
作
品
で
は
90
人
の
団
員
と
ス

ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・

バ
レ
エ
の
１
２
５
人
以
上
の
子

供
た
ち
が
美
し
い
衣
装
を
身
に

ま
と
い
、
豪
華
な
舞
台
セ
ッ
ト

の
も
と
で
甘
美
な
お
菓
子
の
国

へ
と
誘
う
。
上
演
時
間
は
約

１
２
０
分
。
入
場
料
は
55
ド
ル

か
ら
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://tickets.

nycballet.com

く
る
み
割
り
人
形

Ｎ
Ｙ
シ
テ
ィ
・
バ
レ
エ
で

　

日
本
ク
ラ
ブ
と
「
オ
ペ
ラ

の
楽
し
み
を
探
ろ
う
！
」
発

起
人
会
（
代
表
：
伊
藤
澄
子

氏
）
共
催
の
、
２
０
２
３
〜
24

シ
ー
ズ
ン
Ｍ
Ｅ
Ｔ
オ
ペ
ラ
鑑
賞

会 

＆ 

直
前
勉
強
会
が
今
シ
ー

ズ
ン
も
３
回
開
催
さ
れ
る
。
昨

年
に
続
き
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
テ

ー
マ
は
「
愛
」。
第
１
回
は
純

愛
と
性
愛
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の

中
で
愛
の
本
質
を
問
う
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー

（Tännhauser

）』、
第
２
回
は

宿
命
の
糸
に
操
ら
れ
た
悲
恋
を

テ
ー
マ
と
す
る
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

の
『
運
命
の
力
（La Foprza 

del Destino

）』、
第
３
回
は
時

空
を
超
え
て
３
人
の
女
性
の
生

き
様
が
絡
み
合
う
現
代
オ
ペ
ラ

『
め
ぐ
り
あ
う
時
間
た
ち
（The 

Hours

）』
を
取
り
上
げ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ペ
ラ
で
愛
が
ど

の
よ
う
に
語
ら
れ
、
歌
わ
れ
る

の
か
、
鑑
賞
す
る
。
チ
ケ
ッ
ト

は
約
２
割
引
と
な
り
、
舞
台
全

体
が
良
く
見
渡
せ
て
歌
手
と
の

距
離
感
も
近
い
グ
ラ
ン
ド
テ
ィ

ア
（
２
階
）
の
座
席
が
用
意
さ

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
鑑
賞
会
直

近
の
金
曜
夕
方
に
は
、
参
加
者

の
懇
親
を
兼
ね
て
発
起
人
会
メ

ン
バ
ー
を
講
師
と
す
る
勉
強
会

を
開
催
す
る
。

　

直
前
勉
強
会
12
月
１
日

　

第
１
回
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』

の
直
前
勉
強
会
は
12
月
1
日

（
金
）
午
後
６
時
か
ら
、
日
本

ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目
１
４
５
番

地
）に
て
開
催
。
一
般
25
ド
ル
、

会
員
15
ド
ル
（
１
ド
リ
ン
ク
付

き
）。
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
は
12
月

３
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
歌
劇

場
に
て
。
一
般
１
６
５
ド
ル
、

会
員
１
５
５
ド
ル
。
申
し
込

み
はhttps://form.jotform.

com/233058012415142

か
ら
。

ワーグナーの『タンホイザー』

オ
ペ
ラ
鑑
賞
勉
強
会

日
本
ク
ラ
ブ
で
開
催
へ

17
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

来
年
１
月
１
日
ま
で

https://www.kawai-juku.ac.jp/kikoku/
https://www.samuraimama.com/
mailto:info@cosmeproud.co.jp
https://www.nymc.net/
https://japansociety.org/
https://linktr.ee/artentjapan
https://www.mirviss.com/
https://www.rockefellercenter.com
https://www.macys.com/s/parade/
https://www.flatjp.org/
https://form.jotform.com/233058012415142
https://tickets.nycballet.com
https://www.rockettes.com/christmas/


　

Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
和
技
は
２
０
１
１

年
に
Ｎ
Ｙ
の
紀
伊
國
屋
書
店
、

２
０
１
７
年
に
Ｎ
Ｙ
の
ノ
リ
ー

タ
地
区
に
旗
艦
店
を
オ
ー
プ
ン

以
来
、
多
く
の
方
々
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
非

常
に
残
念
な
が
ら
２
０
２
１
年

に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
た
め
、
2

店
舗
を
ク
ロ
ー
ズ
し
ま
し
た
。

当
時
は
状
況
が
混
乱
し
て
い
た

た
め
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
頂
い

た
方
達
に
き
ち
ん
と
お
知
ら
せ

も
出
来
な
い
ま
ま
で
、
悔
い
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
多
く

の
方
々
の
応
援
を
頂
き
、
日
本

の
上
質
で
本
物
そ
し
て
価
値
観

の
あ
る
商
品
を
お
買
い
上
げ
い

た
だ
き
、
今
で
も
感
謝
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
２
０
２
１
年
に
、

外
務
省
が
運
営
し
て
い
る
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
のJAPAN HOUSE LOS ANGELES

に
出
店
を
依

頼
さ
れ
、
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
し
た
。
同
時
に
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ト
ア
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
な
い
商
品
も
充
実
し
て
き

ま
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に

よ
う
や
く
店
舗
の
方
も
軌
道
に

乗
り
、
皆
様
か
ら
ご
支
持
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
最
初
に
ス
タ
ー
ト
し
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ
て
き
た

い
と
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

和
技
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
は
日
本
各
地

のMade in Japan 

の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
グ
ッ
ズ
を
紹
介
、
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
米
国
の
お

客
様
に
日
本
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
文
化
や
背
景
、
商
品
や
物

作
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
丁
寧
に

お
伝
え
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
し
い
発
見
や
日
本
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
の
店
舗
は
現
在
ク
ロ

ー
ズ
し
て
い
ま
す
が
、JAPAN 

HOUSE LOS ANGELES

に
シ

ョ
ッ
プ
展
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
ご
旅
行

の
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
と
も
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。
ま
た
、
シ

ョ
ッ
プ
と
連
動
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
展
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ

い
。
今
後
は
和
技
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
の

米
国
で
の
出
発
点
で
あ
る
Ｎ
Ｙ

で
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
企
画
も
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
和
技
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
「
和
技
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
」
の
「
和
」

は
、
日
本
と
い
う
「
和
」
と
日

本
人
が
培
っ
て
き
た
調
和
の

「
和
」
を
示
し
て
い
る
。「
技
」

は
日
本
人
の
持
つ
匠
の
「
技
」

を
表
し
て
お
り
、「
日
本
の
歴

史
、
文
化
、
伝
統
の
中
か
ら
は

ぐ
く
ん
で
き
た
『
日
本
と
日
本

人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
』
が
、「
和
技
Ｗ

Ａ
Ｚ
Ａ
」の
核
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
軸
に

「
和
技
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
事
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
に
よ
り
、
日
本
の
生
産
者

に
と
っ
て
の
海
外
展
開
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
、
事
業
を

通
じ
て
そ
の
目
的
を
達
成
す
る

こ
と
を
目
指
す
。

https://waza-jpn.com/

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア www.

waza-nyc,com

■HONO-KA

和
精
油
（
株
式

会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー

ズ
）

　

法
隆
寺
に
も
使
わ
れ
て
い
る

吉
野
ひ
の
き
、
日
本
三
大
美
林

の
一
つ
で
あ
る
青
森
ひ
ば
、
茶

室
な
ど
の
数
寄
屋
建
築
に
用
い

ら
れ
る
京
都
北
山
杉
な
ど
、
こ

れ
ら
か
ら
抽
出
さ
れ
た
和
精
油

は
、
優
れ
た
殺
菌
・
抗
菌
作
用

や
癒
し
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
森

林
浴
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
希
少
な
森
の
し
ず

く
和
精
油
を
、
一
滴
一
滴
大
切

に
顧
客
の
元
へ
届
け
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
名
で
あ
るHONO-

KA

と
は
「
ほ
ん
の
り
」
と
い

う
意
味
を
持
つ
。

https://www.waza-nyc.
com/collections/hono-ka

■
『
ポ
ケ
モ
ン
×
工
芸　

美
と

わ
ざ
の
大
発
見
』（
東
京
美
術
）

　

JAPAN HOUSE LOS 
ANGELES

で
来
年
１
月
７
日

ま
で
無
料
公
開
中
の
ポ
ケ
モ
ン

×
工
芸
展
の
公
式
図
録
を
和
技

Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
で
販
売
。
ポ
ケ
モ
ン

×
工
芸
展
は
今
年
３
月
か
ら
６

月
ま
で
石
川
県
の
国
立
工
芸
館

で
開
催
さ
れ
、
大
好
評
を
博
し

た
展
覧
会
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は

初
の
巡
廻
展
。
人
間
国
宝
か
ら

注
目
の
若
手
ま
で
、
現
代
日
本

の
工
芸
を
代
表
す
る
20
名
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
ポ
ケ
モ

ン
を
テ
ー
マ
に
工
芸
の
多
種

多
様
な
素
材
と
技
法
で
作
品

を
制
作
し
た
。https://www.

waza-nyc.com/products/
pokemon-kogei

■
関
西
広
域
連
合

　

地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
、

和
技
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ
で
は
、
各
地
方

の
魅
力
の
発
信
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
10
月
か
ら
3
月
ま

で
は
、
関
西
広
域
連
合
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
。

https://www.waza-nyc.
com/pages/kansai-kouiki-
rengo-ukg

■OMOSHIROI BLOCK

【
大

阪
市
】（
ト
ラ
イ
ア
ー
ド
） TRIAD 

Inc. ( 

関
西
広
域
連
合)　

　

記
憶
を
カ
タ
チ
に
刻
む
メ
モ

パ
ッ
ド
。
最
初
は
シ
ン
プ
ル
な

ブ
ロ
ッ
ク
形
状
だ
が
、
緻
密
な

細
工
を
施
し
た
メ
モ
紙
を
抜
き

取
っ
て
使
っ
て
い
く
と
、
観
光

名
所
、
風
景
、
日
本
や
世
界
の

素
晴
ら
し
い
魅
力
や
情
景
な

ど
、
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
表
れ

る
。
メ
モ
紙
に
も
デ
ザ
イ
ン
に

纏
わ
る
シ
ル
エ
ッ
ト
が
刻
ま
れ

て
お
り
、
精
巧
な
ペ
ー
パ
ー
ア

ー
ト
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
途

中
も
楽
し
め
る
。

■
肥
後
守(

ひ
ご
の
か
み
）【
兵

庫
県
】
株
式
会
社
永
尾
か
ね
駒

製
作
所(

関
西
広
域
連
合)

　

１
８
９
４
年
（
明
治
27
年
）、

金
物
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
兵

庫
県
三
木
市
で
創
業
し
た
永
尾

か
ね
駒
製
作
所
は
、
5
代
に
わ

た
っ
て
伝
統
の
技
を
受
け
継
ぐ

手
造
り
包
丁
の
メ
ー
カ
ー
だ
。

日
本
の
伝
統
的
な
包
丁
と
し
て

知
ら
れ
る
「
肥
後
守
」
は
、
そ

の
汎
用
性
の
高
さ
と
手
頃
な
価

格
か
ら
、
１
９
３
０
年
代
に
は

40
数
社
の
メ
ー
カ
ー
が
生
産
し

て
い
た
が
、
現
在
で
は
永
尾
か

ね
駒
製
作
所
の
み
が
生
産
し
て

い
る
。

〈プロフィール〉　いとう・たかよし＝慶應
義塾大学商学部卒業後、1981 年株式会社
伊勢丹に入社。90 年、伊勢丹を退職後、エ
クシーズ株式会社に入社。2003 年以降ニ
ューヨークの ICF lnc 日本代表として米国
ブランドと日本の企業との連携業務に従事
する。 2008 年 4 月、米国現地法人 XEEZ 
USA を設立。2011 年 7 月に米国に「和技
WAZA ショップ」開店。14 年 12 月に株式
会社和技WAZAを設立。代表取締役。

〈プロフィール〉せき・あんり＝サンフランシ 
スコ生まれ、東京育ち、1994 年より NY 在住。
青山学院女子短期大学 ( 英文科 ) 卒業後、東京
でアート関連書籍を主に扱う出版社トレヴィル
編集部勤務の後、インディペンデント系映画配
給会社 UPLINK の出版部門勤務。その後 NY に
移住。パーソンズ美術大学グラフィックデザイ
ン科を 1997 年に卒業後、米系 PR・マーケティ
ングの総合エージェンシー Sharp Think で VPシ
ニアデザインディレクター。15 年に独立。 22 
年秋より株式会社和技WAZAの専務取締役。

株
式
会
社
　
和
技
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ

         

代
表
取
締
役　

伊
藤 

隆
祥　

再
び
Ｎ
Ｙ
の
皆
様
と
共
に

株
式
会
社
　
和
技
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ

専
務
取
締
役
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー　

関 

ア
ン
リ

日
本
文
化
を
伝
え
る
商
品
を
販
売

日本文化と匠の技
米国に紹介します
和技
WAZA

2023年（令和 5年）11月 18日（土） ［企画のページ］　　（20  ）

https://www.waza-nyc.com/



